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新年のごあいさつ
令和元年の八女市10大ニュース
新春初詣・イベント情報

2020年へ想いをつなぐ
　第10回八女市駅伝大会が12月15日㈰、八女市立花運
動場にて行われました。晴天で澄みきった空気のなか、
103チームがゴールを目指してたすきをつなぎました。

関連記事は20ページ

 



新年のごあいさつ　令和 2 年 元日

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
市
政
推
進
に
あ
た
り
、
格

別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
各
地
で
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
被

害
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
８

月
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
長
崎
県
、

佐
賀
県
、
福
岡
県
等
の
九
州
北
部
、
そ
し

て
こ
の
八
女
市
も
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
一

日
も
早
く
生
活
再
建
で
き
ま
す
よ
う
に
、

復
旧
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
と

と
も
に
、
災
害
に
強
い
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
市
政
運
営
の
総
合
的
な
推

進
の
た
め
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
第
４
次

八
女
市
総
合
計
画・後
期
基
本
計
画
」
と
、

地
方
創
生
の
実
現
の
た
め
に
策
定
し
た

「
八
女
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
最
後
の
年
を
迎
え
ま
す
。
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
に
つ
い
て
、し
っ

か
り
と
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
将
来
都
市

像
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の
恵
み
を
生
か
し

安
心
し
て
心
ゆ
た
か
に
暮
ら
せ
る
交
流
都

市
八
女
」
の
実
現
に
向
け
、
各
事
業
を
着

実
に
推
進
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
特
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
「
人
口
減

少
」
と
「
地
方
創
生
」
に
向
け
た
取
り
組

み
を
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
平
成
22
年
２
月
１
日
の

合
併
か
ら
10
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
な
る
新
市
と
し
て
の
一
体
感
の

構
築
と
、
今
後
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
10
周
年

記
念
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
政
発
展
の
た

め
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
明
る

く
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
人
口
減
少
」「
地
方
創
生
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を

市
民
福
祉
の
向
上
と
、地
域

の
活
力
あ
る
発
展
の
た
め
に

八
女
市
議
会
議
長
　
角
田 

恵
一

八
女
市
長
　
三
田
村 

統
之

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
た
な
期
待
と
希
望
を
も
っ
て
、

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中

は
市
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
温

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
全
国
各
地
に
お
い
て
、

集
中
豪
雨
・
台
風
等
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
八
女
市
に
お
い
て
も
８
月
末
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
改
め
て
自
然
の
脅

威
を
感
じ
た
年
で
し
た
。
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
日
ご
ろ
か
ら
の
備

え
が
大
切
で
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
に
限
ら
ず
、
少
子
高
齢

化
へ
の
対
応
や
、
中
山
間
地
域
対
策
、

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
多
く
の
課

題
に
つ
い
て
も
行
政
と
と
も
に
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
今
年
２
月
に
は
、
市
町
村
合
併
か
ら

10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

新
し
い
八
女
市
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
一
定
の
成

果
が
出
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
本
市
議
会
は
４
月
の
選
挙
の

結
果
を
受
け
て
、
新
人
３
人
を
含
む
22

人
の
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
日
頃
の
議
会
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
八
女
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に
把
握

す
る
た
め
に
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
も
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、

市
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
社
会
の
活
力

あ
る
発
展
の
た
め
に
議
員
一
同
、頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
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　8 月 27 日から 28 日
にかけて、豪雨に見舞
われた。河川の氾濫な
どにより、市内各地で

160 棟を超える家屋に浸水被害が発生し、いたるとこ
ろで道路が冠水。星野村では県道が崩壊するなど、多
くの道路が被害を受け通行止めとなった。また、黒木
町では断水も発生し、各地で農業施設や公園等も被害
を受けるなど、市内全域に被害が及んだ。
　市では、応急対応や被災者支援を実施するとともに、
1日も早い復旧復興を目指し土砂災害復旧チームを新
設し、取り組みを継続している。また、多くのボランティ
アの皆さんの支援や八女市災害義援金にもご厚志が寄
せられ、相互応援協定に基づき静岡県吉田町から 4 人
の職員が派遣され、市の災害対応を支援いただいた。

　福岡県により平成18 年から進めら
れていた一般国道 442 号日向神地区
道路改良（橋梁）工事が 4 橋すべて
完成した。これによりダム湖畔の急カー
ブが続く見通しの悪かった道路が安全
に通行できるようになった。

　　一般国道 442 号日向神地区道路改良工事が完了 ( 一財）FM 八女が
日本版 DMO に認定登録

　FM 八女が観光庁の日本版 DMO
（観光地域づくり法人）に県内で初
の認定登録された。今後の観光地域
づくりに向け、国からのさまざまな支
援を受けることでさらなる観光客の
増加が期待される。

地域しごとづくり拠点施設「南仙荘」オープン

八
女
市 

令
和
元
年（
平
成
31
年
）の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
　
※
日
付
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す

　都市部の企業に八女市へのオフィス設置検討のための
住環境体験施設として、地域しごとづくり拠点施設「南
仙荘」（黒木町）を開設した。現在、定住促進・空き家
対策・雇用創出のためのＩＴ企業等の誘致に取り組んで
いる。地域向けイベントとして、小学生対象のプログラミ
ング教室や高齢者対象の LINE 教室などを実施している。

「部落差別をはじめとするあらゆる差別
の撤廃をめざす人権擁護条例」の施行

　「部落差別解消推進法」の制定を受け当条例を
施行。部落差別をはじめとするあらゆる差別解消
の施策を講じることは、市の責務であることを改
めて明確にし、相談体制の充実、教育や啓発活動
等に努めることとした。

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」入館者 10 万人突破
　平成 27 年 11 月に開館した「いわい
の郷」が来館者 10 万人を突破。常設
展示のほか、企画展・古代体験・歴史
講座などのイベント、会議や展覧会の
ための貸部屋利用により、多くの人に来館いただいた。

8 月27日
からの大雨

八女星の文化館で小惑星探査機
「はやぶさ２」２分の１模型を展示

　星の文化館に JAXA
の小惑星探査機「はや
ぶさ２」２分の１サイ
ズの模型展示を開始。

「宇宙を身近に感じてほ
しい」という想いから、

JAXA から設計図など資料の提供を受け作成。常
設展示は JAXA 関連の２施設以外では全国初。

　世界各地の海外福岡県人会が一堂に集まり開
催される世界大会が福岡で開催され、「ふるさと
巡り」筑後コースに参加した 60 人が立花町の旧
大内邸を訪問。地元白木の女性グループによる
お弁当や抹茶の体験を楽しんでいただきながら、
上陽町出身のアメリカで初めて日系人として議
員に就任した元上院議員故ダニエル・イノウエ
氏の功績など八女市の話題で賑わった。

第 73回全国茶品評会「玉露の部」で「農林水産
大臣賞」「農林水産省生産局長賞」親子受賞

海外福岡県人会が６年ぶりに八女市を訪問

　愛知県で開催された第 73 回全国茶品評会「玉露の部」
において、八女市星野村の山口勇製茶・山口豪吉さんが「農
林水産大臣賞」（１等１席）、同・山
口孝臣さんが「農林水産省生産局
長賞」（１等２席）を親子で受賞し
た。また、19 年連続で産地賞を受
賞し、八女市が最高品質の玉露生
産地であることを対外に発信した。
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第 21回商工会青年部主張発表全国大会
　愛知県で開催された商工会青年部主張発表全国大会
で、九州 221の商工会青年部代表として出場した八女市
商工会青年部の堤裕一郎さんが最優秀賞を受賞。福岡
県大会、九州大会を勝ち上がっての栄えある受賞である。
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《
旧
八
女
市
》

◉
宮
地
嶽
神
社
（
長
野
）
…
地
元

総
代
会
の
皆
さ
ん
が
31
日
除
夜
の

鐘
か
ら
正
月
３
日
ま
で
、
参
拝
者

を
お
迎
え
し
ま
す
。
お
み
く
じ
や

お
札
も
準
備
し
て
い
ま
す
。（
１
日

９
時
～
16
時
に
地
元
中
学
生
が
巫

女
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

す
）。
31
日
か
ら
出
店
あ
り
。

◉
吉
田
大
神
宮
（
吉
田
）
…
大

晦
日
に
は
竹
灯
明
で
参
拝
者
を

お
迎
え
し
ま
す
。
１
月
１
日
に
は

歳さ
い
た
ん
さ
い

旦
祭
が
あ
り
、
10
時
か
ら
お
昼

に
か
け
て
参
拝
者
に
お
屠
蘇
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
す
。

◉
熊
野
神
社
（
北
田
形
）
…
大
晦

日
の
夜
に
、
座
元
の
皆
さ
ん
が
か

が
り
火
を
た
い
て
お
迎
え
し
ま
す
。

◉
福
島
八
幡
宮
（
東
宮
野
町
）
…

大
晦
日
に
か
が
り
火
を
た
い
て
参

拝
者
を
迎
え
、
太
鼓
を
た
た
い
て

元
日
午
前
０
時
か
ら
歳
旦
祭
を
行

い
ま
す
。
甘
酒
の
接
待
が
あ
り
ま

す
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）。

◉
土
橋
八
幡
宮
（
土
橋
）
…
大
晦

日
23
時
か
ら
元
日
２
時
ま
で
た
き

火
を
し
て
参
拝
者
を
迎
え
ま
す
。

お
神
酒
や
ぶ
た
汁
や
甘
酒
の
接
待

が
あ
り
ま
す
。

◉
一
念
寺
（
豊
福
）
…
大
晦
日
23

時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま

す
。

◉
浄
光
寺（
岩
崎
）…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、
元

日
午
前
０
時
30
分
ま
で
、
参
拝
者

に
ぜ
ん
ざ
い
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
正
福
寺
（
東
矢
原
町
）
…
大
晦

日
23
時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ

き
、
参
拝
者
に
は
ぜ
ん
ざ
い
の
接

待
が
あ
り
ま
す
。

◉
真
如
寺（
山
内
）…
大
晦
日
23
時

40
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
明
永
寺
（
西
宮
野
町
）
…
元
日

午
前
０
時
か
ら
、
修
正
会
を
開
き

ま
す
。
終
了
後
甘
酒
の
接
待
と
、

記
念
品
が
あ
り
ま
す
。

◉
無
量
寿
院
（
西
古
松
町
）
…
大

晦
日
23
時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を

つ
き
ま
す
。
参
拝
者
に
は
ぜ
ん
ざ

い
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

《
上
陽
町
》

◉
正
明
寺
（
北
川
内
）
…
元
日
朝

７
時
か
ら
修
正
会
を
開
き
ま
す
。

《
黒
木
町
》

◉
覚
法
寺（
黒
木
）…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
行
信
寺（
本
分
）…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
専
勝
寺
（
今
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
金
剛
宝
寺
日
向
神
別
院
（
北
大

淵
）
…
元
日
の
み
参
拝
者
に
お
屠

蘇
等
を
ふ
る
ま
い
、
干
支
の
絵え
ぎ
ぬ絹

の
切
り
絵
を
差
し
上
げ
ま
す
。
お

み
く
じ
も
あ
り
ま
す
。

◉
宗
真
寺
（
今
）
…
大
晦
日
23
時

か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
霊
巌
寺（
笠
原
）…
大
晦
日
23
時

45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
芳
沢
寺
（
土
窪
）
…
大
晦
日

23
時
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す

（
鐘
を
つ
く
前
に
本
堂
に
お
参
り

く
だ
さ
い
）。
ぜ
ん
ざ
い
あ
り
。
な

く
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

◉
雲
長
寺
（
笠
原
）…
大
晦
日
23
時

45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
大
善
坊
（
笠
原
）
…
１
月
８
日

㈬
10
時
か
ら
鬼き

子し

母ぼ

神し
ん

大
祭
新

春
開
運
祈
祷
会え

を
行
い
ま
す
。

◉
津
江
神
社
（
今
）
…
元
日
午
前

０
時
か
ら
歳
旦
祭
を
行
い
ま
す
。

《
立
花
町
》

◉
開
運
寺（
北
山
）…
１
月
10
日
㈮

11
時
か
ら
大
般
若
祈
祷
を
し
ま
す
。

◉
大
光
寺
（
北
山
大
倉
谷
）
…
１

月
１
日
は
11
時
か
ら
お
参
り
く
だ

さ
い
。
１
月
17
日
㈮
11
時
か
ら
初

観
音
を
つ
と
め
ま
す
。

◉
浄
慈
寺
（
白
木
）
…
大
晦
日
23

時
40
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、

終
了
後
生
姜
湯
の
提
供
あ
り
。
本

堂
で
修
正
会
を
開
き
ま
す
。

◉
専
勝
寺
（
原
島
）
…
大
晦
日
22

時
30
分
か
ら
除
夜
会え

（
除
夜
の
鐘

つ
き
）
が
あ
り
、
ぜ
ん
ざ
い
と
菓

子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
数
に
限

り
あ
り
。
午
前
０
時
30
分
終
了
予

定
。
※
本
堂
屋
根
工
事
中
に
つ
き
、

足
元
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

◉
松
尾
弁
財
天
（
上
辺
春
）
…
正

月
・
旧
正
月
・
縁
日
（
毎
月
５
日
）

に
は
お
参
り
く
だ
さ
い
。
４
月
第

１
日
曜
日
に
は
松
尾
弁
財
天
の
大

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

《
矢
部
村
》

◉
善
正
寺
（
北
矢
部
）
…
大
晦
日

23
時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き

ま
す
。

◉
老
松
天
満
宮
（
北
矢
部
）
…
大

晦
日
23
時
45
分
ご
ろ
か
ら
竹
灯
明

を
と
も
し
参
拝
者
を
迎
え
ま
す
。

《
星
野
村
》

◉
大
円
寺（
土
穴
）…
初
詣
の
参
拝

者
に
は
お
茶
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
浄
源
寺
（
長
尾
）
…
大
晦
日
23

時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま

す
。
0
時
30
分
終
了
予
定
。
※
現

在
迂
回
路
に
つ
き
、
お
気
を
付
け

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◉
福
楽
寺
（
光
延
）
…
元
日
午
前

０
時
か
ら
ご
ま
た
き
を
し
ま
す
。

◉
浄
圓
寺
（
十
篭
）
…
大
晦
日
17

時
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
始
め
18

時
歳
末
昏
時
勤
行
。
正
月
三
賀
日

朝
８
時
か
ら
修
正
会
を
行
い
ま
す
。

市
内
の
主
な
初
詣
・

イ
ベ
ン
ト
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
以
外
に
も
地
域
の
神
社
や
寺
院
な
ど
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。（
参
拝
の
際
に
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
お
参
り
く
だ

さ
い
。お
接
待
等
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に

し
な
い
で
、
交
通
安
全
で
楽
し
い
お
正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

初
詣
情
報

イ
ベ
ン
ト

令
和
２
年

※
情
報
は
令
和
元
年
12
月
17
日
現
在
確
認
で
き
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
順
不
同
）
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◉
正
念
寺
（
三
坂
）
…
大
晦
日
23
時

40
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
麻
生
神
社（
麻
生
）…
正
月
３
日

間
お
神
酒
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

♣
岡
山
公
園
で
初
日
の
出（
岡
山
）

　
１
月
１
日
㈷
７
時
か
ら
岡
山
公

園
頂
上
で
。
岡
山
校
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
主
催
。
雨
天
時
は
室
岡

公
民
館
。
記
念
品
あ
り
。

♣
お
潮
井
と
り
（
柳
島
）

　
１
月
３
日
㈮
正
午
に
無
病
息
災

と
火
災
予
防
を
願
い
、
締
め
込
み

姿
の
男
衆
が
矢
部
川
で
身
を
清
め

ま
す
。

♣
虚
空
蔵
さ
ん
（
宮
島
、
上
陽
、

星
野
）

　
宮
島
、
上
陽
町
轟
、
星
野
村
の

本
星
野
、
柳
原
の
虚
空
蔵
菩
薩
で

は
、
１
月
13
日
と
９
月
13
日
に
大

祭
を
開
い
て
い
ま
す
。

♣
柳
島
の
十
七
夜
（
柳
島
）

　
１
月
17
日
㈮
20
時
、
柳
島
観
音

堂
前
で
。
そ
の
昔
、
あ
め
が
た
売
り

が
村
の
前
の
矢
部
川
に
流
れ
着
い

た
観
音
像
を
引
き
上
げ
、
火
で
温

め
た
と
の
言
い
伝
え
が
起
源
。
観
音

堂
前
に
組
み
立
て
ら
れ
た
ほ
っ
け
ん

ぎ
ょ
う
に
火
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

♣
童
男
山
ふ
す
べ
（
山
内
）

　
１
月
20
日
㈪
10
時
か
ら
童
男
山

古
墳
で
。
そ
の
昔
、暴
風
雨
に
あ
っ

て
遭
難
し
た
徐
福
一
行
を
村
人
が

火
を
焚
い
て
介
抱
し
た
と
い
う
言

い
伝
え
が
あ
る
祭
り
で
す
。
川
崎

小
学
校
児
童
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ

り
ま
す
。

▼
べ
ん
が
ら
村

（
☎
２
４
・
３
３
３
９
）

【
12
／
27
㈮
～
12
／
31
㈫
】

歳
末
ふ
れ
あ
い
市
（
正
月
用
も
ち
・

野
菜
・
総
菜
、
し
め
縄
、
切
花
・

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
）

※
年
末
年
始
も
通
常
営
業

▼
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

（
☎
４
２
・
２
４
０
０
）

【
１
／
１
㈷
】

《
初
日
の
出
》
６
時
50
分
ロ
ビ
ー

集
合
、
花
見
展
望
台
ま
で
係
員
が

案
内
し
ま
す
。

《
初
湯
》
７
時
30
分
～
８
時
30
分

※
大
人
３
１
０
円
、子
ど
も
１
６
０
円

《
新
春
も
ち
つ
き
大
会
》
10
時
～

12
時
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
、
臼
と
杵

で
つ
い
た
餅
を
あ
ん
こ
餅
・
き
な

こ
餅
で
い
た
だ
き
ま
す
。

《
大お
お
ぶ
く福

茶
》
１
月
１
日
・
２
日
の

10
時
～
16
時
、
さ
く
ら
の
間
で
。

年
の
初
め
に
祝
う
福
寿
の
茶
。
１

人
３
１
０
円
、
宿
泊
者
は
無
料
。

▼
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

㊡
【
12
／
29
㈰
～
１
／
３
㈮
】
年

末
年
始
休
館
。
１
月
４
日
㈯
か
ら

開
館
し
ま
す
。

▼
八
女
観
光
物
産
館
と
き
め
き

（
☎
２
２
・
７
７
３
０
）

㊡
【
12
／
30
㈪
～
１
／
３
㈮
】
年

末
年
始
休
館
。
１
月
４
日
㈯
か
ら

営
業
し
ま
す
。

▼
道
の
駅
た
ち
ば
な

（
☎
３
７
・
１
７
１
１
）

㊡
【
12
／
31
㈫
～
１
／
３
㈮
】
年

末
年
始
休
み

【
１
／
４
㈯
】
９
時
か
ら
初
売
り
。

つ
き
た
て
玄
米
も
ち
の
販
売
。
甘

酒
の
振
る
舞
い
。
な
く
な
り
し
だ

い
終
了
し
ま
す
。

▼
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

（
☎
５
４
・
２
１
５
０
）

㊡
【
12
／
29
㈰
～
１
／
３
㈮
】
年

末
年
始
休
館

▼
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館

（
☎
５
４
・
２
４
４
２
）

㊡
【
12
／
30
㈪
～
１
／
３
㈮
】
年

末
年
始
休
館

▼
茶
の
文
化
館

（
☎
５
２
・
３
０
０
３
）

㊡
【
12
／
29
㈰
～
12
／
31
㈫
】

年
末
休
館

【
１
／
１
㈷
～
１
／
３
㈮
】
新
春

の
呈
茶

〈
営
業
時
間
〉
▽
１
月
１
日
＝
12

時
～
16
時
▽
１
月
２
・
３
日
＝
10

時
～
16
時

▼
星
の
文
化
館

（
☎
５
２
・
３
０
０
０
）

【
12
／
28
㈯
～
12
／
31
㈫
】
通
常

営
業

【
１
／
１
㈷
～
１
／
３
㈮
】

〈
営
業
時
間
〉
13
時
～
22
時

▼
星
の
温
泉
館
き
ら
ら
※
池
の
山

荘
内
（
☎
５
２
・
２
０
８
２
）

年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

▼
杣
の
さ
と（
☎
４
７・２
５
０
０
）

㊡
【
１
／
１
㈷
～
１
／
２
㈭
】
休
館

12
月
31
日
㈫
は
午
前
の
み
営
業
。

１
月
３
日
㈮
は
売
店
の
み
営
業
。

４
日
㈯
か
ら
通
常
営
業
。

市
内
の
主
な
施
設
等

年
末
年
始
の
営
業
＆
催
物

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
等

☀
お
寺
や
神
社
な
ど
で
来
年
、

初
詣
情
報
の
掲
載
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
企
画
政
策
課
秘
書

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
先（
☎
２
３
・１
１
１
０
）

♣やせ仏さん（大篭）
　１月16日㈭ 9 時から17 時ま
で。地元の皆さんにより、毎年

8 月16日と1月
16日に縁日が開
かれています。
※「やせ仏」とは、
釈迦苦行像と伝
えられています。

【12/28 ㈯～１/5 ㈰休み・休館】
◦八女市役所本庁および各支所

【12/29 ㈰～１/3 ㈮休み・休館】
◦やめっこ未来館（☎２４・８８１４）
◦おりなす八女（☎２２・５３３２）
◦岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」
　（☎２４・３２００）
◦多世代交流館「共生の森」
　（☎２２・２２５７）※ 12 月28日㈯
　は午前中のみ開館します。
◦黒木地域交流センター「ふじの里」
　（☎４２・２１３１）
◦立花総合保健福祉センター「かがやき」
　（☎３７・００３６）
◦地域福祉センター（☎５４・３６２９）
◦星野総合保健福祉センター
　「そよかぜ」（☎５２・３１６５）
※1月4日は 11時～ 21時まで営業、
5日からは通常営業（8時30分～21時）
◦田崎廣助美術館（☎２４・８３０４）
◦げんき館おおぶち（☎２４・８２１７）

【12/28 ㈯～１/3 ㈮休館】
◦茶のくに観光案内所（☎２２・６６４４）

【12/28 ㈯～１/4 ㈯休館】
◦杣のふるさと文化館（☎４７・２０５５）
◦学びの館（☎４２・１９８２）

【12/29 ㈰～１/4 ㈯休館】
◦八女市立図書館（☎２２・２５０４）
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若
年
層
の
市
内
の
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、
市
内
の
賃
貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
す
る

若
年
世
帯
に
対
し
家
賃
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

◦
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

・
市
内
の
賃
貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
し
た
世

帯
（
ひ
と
り
親
世
帯
を
含
む
）。

・
申
請
年
度
の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

夫
婦
の
合
計
年
齢
が
80
歳
未
満
で
あ
る
世
帯

（
ひ
と
り
親
の
場
合
は
、
父
も
し
く
は
母
の
年

齢
が
40
歳
未
満
で
あ
り
、
か
つ
義
務
教
育
終

了
前
の
子
が
い
る
世
帯
）。

◦
補
助
対
象
住
宅

　
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
賃
貸
住
宅
（
公

営
住
宅
、
雇
用
促
進
住
宅
、
社
宅
、
寮
、
短

期
賃
貸
住
宅
、
親
族
が
所
有
す
る
住
宅
等
を

除
く
）。

◦
補
助
金
額

【
月
額
上
限
２
万
円
×
最
長
24
か
月
】
＝
月

額
家
賃
（
共
益
費
、
管
理
費
、
駐
車
場
使
用

料
等
を
除
く
）
か
ら
勤
務
先
か
ら
の
住
宅
手

当
を
引
い
た
実
質
家
賃
負
担
額
の
２
分
の
１

（
上
限
２
万
円
）
を
補
助
。

◦
補
助
金
の
支
払
い

　
半
年
ご
と
に
支
払
い
ま
す
（
４
～
９
月
分

は
11
月
に
支
払
い
予
定
、
10
～
３
月
分
は
翌

年
５
月
に
支
払
い
予
定
）。

◦
申
請
期
限

　
市
内
の
賃
貸
住
宅
に
転
入
ま
た
は
転
居
し

た
日
か
ら
１
年
以
内

　
若
年
層
の
市
内
の
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、
市
内
の
非
賃
貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
す

る
若
年
世
帯
に
対
し
、
引
っ
越
し
費
用
等
の

一
部
を
支
援
し
ま
す
。

◦
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

・
市
内
の
非
賃
貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
し
た

世
帯
（
ひ
と
り
親
世
帯
を
含
む
）。

・
申
請
年
度
の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

夫
婦
の
合
計
年
齢
が
80
歳
未
満
で
あ
る
世
帯

（
ひ
と
り
親
の
場
合
は
、
父
も
し
く
は
母
の
年

齢
が
40
歳
未
満
で
あ
り
、
か
つ
義
務
教
育
終

了
前
の
子
が
い
る
世
帯
）。

◦
補
助
対
象
住
宅

　
非
賃
貸
住
宅
（
賃
貸
借
の
契
約
に
基
づ
き

他
人
に
貸
し
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な

い
住
宅
）

◦
補
助
金
額

【
上
限
10
万
円
、
１
回
限
り
】
＝
引
越
費
用

等
負
担
額
（
引
越
業
者
や
運
送
業
者
へ
依
頼

し
た
引
越
荷
物
の
運
搬
費
、
引
越
し
に
係
る

エ
ア
コ
ン
購
入
費
お
よ
び
取
付
工
事
費
）
の

２
分
の
１
（
上
限
10
万
円
）
を
補
助
。

◦
申
請
期
限

　
市
内
の
非
賃
貸
住
宅
に
転
入
も
し
く
は
転

居
し
た
日
か
ら
３
か
月
以
内
。

　
定
住
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
市
内
に
新
た
に
住
宅
を
取
得
す
る
人
に

対
し
、
補
助
金
（
３
年
間
で
最
大
75
万
円
）

を
交
付
し
ま
す
。

◦
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

・
本
市
に
３
年
を
超
え
て
定
住
す
る
意
思
を

持
ち
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て

い
る
人

・
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
住
宅
の
新
築

等
を
し
た
人

◦
補
助
対
象
住
宅

　
市
内
に
新
た
に
建
築・購
入
し
た
住
宅
（
新

築
、
建
て
替
え
、
マ
ン
シ
ョ
ン
）
※
増
改
築
、

賃
貸
を
除
く

◦
補
助
金
額

①
定
住
３
年
補
助
【
年
間
上
限
額
15
万
円
】

＝
取
得
す
る
住
宅
の
固
定
資
産
税
相
当
額

を
、
取
得
す
る
住
宅
に
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
た
年
度
か
ら
３
年
間
支
給
し
ま
す
（
取

得
す
る
住
宅
が
固
定
資
産
税
の
減
額
の
適
用

を
受
け
る
と
き
は
、
減
額
後
の
税
額
）。

②
一
時
金
【
左
記
の
A
＋
B
】
＝
A
転
入
世

帯
（
注
記
①
）
は
、
１
世
帯
に
つ
き
20
万
円

を
一
時
金
と
し
て
支
給
。
B
新
婚
世
帯
（
注

記
②
）
ま
た
は
子
育
て
世
帯
（
注
記
③
）
は
、

１
世
帯
に
つ
き
10
万
円
を
一
時
金
と
し
て
支

給
し
ま
す
。

　
定
住
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
お
よ
び

空
き
家
の
活
用
に
よ
る
住
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
中
古
住
宅
の
購
入
に
係
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

・
市
内
に
居
住
す
る
中
古
住
宅
を
購
入
し
た

人
（
所
有
権
保
存
登
記
ま
た
は
移
転
登
記
が

完
了
）。
な
お
、
相
続
ま
た
は
贈
与
に
よ
り
取

得
し
た
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

◦
補
助
金
額

住
ま
い
に
関
す
る

補
助
金
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　

市
で
は
、「
八
女
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
」と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
住
み
よ
い
環
境
を
目

指
す
と
と
も
に
、
定
住
に
つ
な
が
る
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
補
助
金
の
対
象
に
該
当
す

る
人
で
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い
人
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

このほかにも、住まい、
結婚、子育てに関する
さまざまな
施 策 があ
ります。詳
しくは、こ
ちらをご覧
ください。

問い合わせ＝
地域振興課

（☎24･8162）

新
築
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
支
援
補
助
金

中
古
住
宅
取
得
支
援
補
助
金

若
年
世
帯
家
賃
支
援
補
助
金

若
年
世
帯
引
越
費
用
等
支
援
補
助
金
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①
基
本
額
【
上
限
10
万
円
】
＝
購
入
に
要
す

る
経
費
の
５
％

②
加
算
額
【
左
記
の
A
＋
B
】
＝
A
転
入
世

帯
（
注
記
①
）
は
、
１
世
帯
に
つ
き
20
万
円

を
一
時
金
と
し
て
支
給
。
B
新
婚
世
帯
（
注

記
②
）
ま
た
は
子
育
て
世
帯
（
注
記
③
）
は
、

１
世
帯
に
つ
き
10
万
円
を
一
時
金
と
し
て
支

給
し
ま
す
。

◦
申
請
期
限

　
市
内
の
中
古
住
宅
に
居
住
し
た
日
か
ら
１

年
以
内
。

【
注
記
】

①
転
入
世
帯
＝
転
入
日
の
前
日
か
ら
起
算
し

て
前
３
年
間
に
本
市
に
住
所
を
有
し
て
い
た

こ
と
が
な
い
人
を
１
人
以
上
含
む
世
帯
。

②
新
婚
世
帯
＝
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
40

歳
未
満
で
婚
姻
後
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い

世
帯
（
再
婚
含
む
）。

③
子
育
て
世
帯
＝
中
学
生
以
下
の
子
を
扶
養

し
て
い
る
世
帯
。

　
市
内
に
点
在
す
る
空
き
家
の
利
活
用
を
促

進
す
る
た
め
、
空
き
家
の
利
用
希
望
者
に
物

件
を
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　「
空
き
家
を
売
り
た
い
！
貸
し
た
い
！
」
と

い
う
希
望
を
持
つ
所
有
者
か
ら
の
相
談
を
受

け
、
空
き
家
の
現
地
調
査
を
行
い
、
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。
ま
た
、
登
録
さ
れ

た
空
き
家
は
、
八
女
市
へ
の
定
住
や
二
地
域

居
住
、
事
業
用
な
ど
で
空
き
家
の
利
用
を
希

望
す
る
人
に
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
の

改
修
や
家
財
撤
去
等
を
さ
れ
る
際
に
、
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

・
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
の
所

有
者

・
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
で
賃

貸
ま
た
は
売
買
の
契
約
を
締
結
し
た
新
た
な

入
居
者

◦
補
助
対
象
工
事
等

・
改
修
工
事
　
外
構
工
事
を
除
く
住
宅
の
一

部
を
修
繕
、
補
修
、
模
様
替
え
、
取
り
替
え

等
を
行
う
工
事

・
家
財
撤
去
等
　
家
財
等
の
運
搬
お
よ
び
廃

棄
、
空
き
家
敷
地
内
の
除
草
、
植
栽
の
剪
定

お
よ
び
伐
採
等
の
作
業

◦
補
助
金
額

・
改
修
工
事
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
を

補
助
（
上
限
50
万
円
）。

・
家
財
撤
去
等
に
要
す
る
経
費
の
全
額
を
補

助
（
上
限
10
万
円
）。

　
八
女
市
に
お
住
ま
い
の
学
生

が
通
学
に
利
用
す
る
、
路
線
バ

ス
（
高
速
バ
ス
含
む
）
の
通
学
定
期

券
購
入
費
用
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

月
額
最
大
１
４
０
０
０
円
で
通
学
で

き
ま
す
。

⃝

対
象
者
＝
八
女
市
に
お
住
ま
い
で
、

路
線
バ
ス
（
高
速
バ
ス
含
む
）
を
利

用
し
て
通
学
す
る
人

⃝

対
象
区
間
＝
八
女
市
内
の
バ
ス
停

留
所
を
含
み
、
か
つ
、
通
学
定
期
券

が
利
用
可
能
な
区
間

⃝

補
助
金
額
＝

①
購
入
金
額
の
２
割

②
購
入
金
額
か
ら
①
の
補
助
金
額
を

差
し
引
い
た
１
月
の
負
担
額
が
１
４

０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
は
、
超
え

た
額
も
併
せ
て
補
助
し
ま
す
。

⃝

申
請
に
必
要
な
も
の
＝

①
八
女
市
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補

助
金
交
付
申
請
書

②
八
女
市
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補

助
金
交
付
請
求
書

③
有
効
期
間
が
満
了
し
た
通
学
定
期

券
の
コ
ピ
ー
（
表
と
裏
の
両
面
が
必

要
で
す
）

④
在
学
等
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生

証
、
生
徒
手
帳
、
在
学
証
明
書
等
）

の
写
し（
申
請
の
た
び
に
必
要
で
す
）。

※
詳
し
く
は
八
女
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助
事
業
」

で
通
学
費
の
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す

◆補助金額の例
月額 20,000 円の通学定期券を購入した場合

自己負担額＝ 16,000 円①

総額 20,000 円

補助金額
2 割＝4,000 円

補助金額
2 割＝4,000 円 自己負担額＝14,000円

14,000 円との差額＝さらに 2,000 円の補助
↑

②

補助金額の①および②の適用で、月の負担は最大
14,000 円になります。

空
き
家
バ
ン
ク

空
き
家
改
修
費
等
補
助
金
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▽
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け
取
っ
て

い
て
、
年
末
調
整
が
な
さ
れ
て
い
な
い
給

与
の
収
入
金
額
と
各
種
の
所
得
金
額
（
給

与
所
得
、
退
職
所
得
を
除
く
）
と
の
合
計

額
が
20
万
円
を
超
え
る
人 

▽
給
与
所
得
者
で
、
農
業
、
不
動
産
な

ど
、
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
人 

▽
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者
で
扶
養
や

生
命
保
険
等
の
控
除
を
漏
ら
し
て
い
る
人 

▽
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
人 

▽
土
地
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人 

▽
中
途
退
職
し
た
人
や
、
年
金
所
得
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
て
、
所
得
税
の
還
付

が
あ
る
見
込
み
の
人 

※
令
和
元
年
中
に
住
宅
を
新
築
・
増
改
築

等
を
し
て
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

対
象
と
な
る
人
、
損
失
の
申
告
を
す
る
人

等
は
税
務
署
の
申
告
会
場
（
八
女
伝
統
工

芸
館
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
令
和
2
年
1
月
1
日
現
在
八
女
市
に
住

所
を
有
す
る
人
で
、
令
和
元
年
中
が
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
市
役
所
へ
の
「
市
県
民

税
の
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。（
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
市
県
民

税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
、
雑
（
個

人
年
金
等
）
、
一
時
（
生
命
保
険
満
期
返

戻
金
等
）
な
ど
の
各
種
所
得
が
あ
る
人 

▽
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所

へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な

い
人
（
日
給
等
で
働
い
て
い
る
人
を
含
み

ま
す
） 

▽
遺
族
年
金
、
失
業
保
険
、
障
害
年
金
な

ど
非
課
税
収
入
の
み
の
人

▽
収
入
が
な
く
扶
養
に
入
っ
て
い
な
い
人 

▽
市
外
に
住
ん
で
い
る
家
族
の
扶
養
に

入
っ
て
い
る
人 

▽
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に
つ
い

て
、
所
得
税
と
市
県
民
税
で
異
な
る
課
税

方
式
を
選
択
す
る
人

▽
年
金
所
得
者
で
次
に
あ
げ
る
人 

①
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
人 

※
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
県
民
税

に
お
い
て
は
申
告
が
必
要
で
す
。
な
お
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。 

②
生
命
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど

を
受
け
る
人 

※
確
定
申
告
が
不
要
な
人
で
も
、
生
命
保

険
料
や
医
療
費
な
ど
の
各
種
控
除
を
申
告

す
る
と
、
市
県
民
税
が
減
額
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の

各
種
控
除
が
あ
る
場
合
は
、
「
市
県
民
税

の
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
6
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
令
和
2
年
度

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
の
発
行
が
で

き
ま
せ
ん
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
と
な
る

人
は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

令
和
元
年
分
の
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。申
告
に
は
、帳
簿
を
ま

と
め
領
収
書
等
は
項
目
ご
と
に
小
計
を
出
し
て
お
く
な
ど
の
整
理
を
し
、収
入
金
額

と
必
要
経
費
を
算
出
し
て
備
え
て
く
だ
さ
い
。（
※
全
て
の
事
業
主
は
記
帳
と
帳
簿

の
保
存
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
）

所 
得 
税

市
県
民
税

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

申
告
し
な
い
と

◦問い合わせ
税務課市民税係
（☎ 23･1113）
八女税務署代表
（☎ 23･5191）

八
女
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
会
場

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
（
八
女

市
本
町
２
ー
１
２
３
ー
２
）

◦
期
間
＝
2
月
17
日
㈪
～
3
月
16
日

㈪　

※
土
・
日
・
祝
日
は
休
み

◦
受
付
時
間
＝
9
時
～
16
時

　

期
間
中
は
、
八
女
税
務
署
で
の
申

告
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

八
女
伝
統
工
芸
館
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
と
納
期
限

◦
所
得
税
・
贈
与
税
＝
3
月
16
日
㈪

◦
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
＝
3
月
31
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
で
申
告
書
が

作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
に
加
え
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
所
得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税
の

申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

お
よ
び「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」

ま
た
は
、「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の

届
出
完
了
通
知
」を
持
っ
て
い
る
人
は
、

税
務
署
に
行
く
手
間
を
か
け
ず
にｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
を
送
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添

付
書
類
は
提
出
不
要
で
す
）
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① 印鑑（認印で可）
② 申告書（またはお知らせハガキ）が送付され
ている人はお持ちください
③ 個人番号カード（個人番号通知カードの場合は
顔写真付の証明書：運転免許証、パスポートなど）
④ 申告者本人名義の口座（所得税の還付申告に
該当する場合必要）
⑤ 所得金額を証明できるもの
▽給与所得者…源泉徴収票（給与支払明細書等）
▽農業、営業等、不動産所得者･･･ 収支明細の
わかるもの（帳簿、領収書等）
▽農業所得者･･･ 購買取引報告書（ＪＡ発行）、
集落営農構成員精算通知書（担い手組織分）
▽年金受給者･･･源泉徴収票
▽雑所得（個人年金等）を受けた人 ･･･ 保険会
社の支払調書
▽生命保険等の満期返戻金を受けた人 ･･･ 支払
機関から発行された支払証明書
⑥ 各種控除を受けるための控除証明書等
▽社会保険料控除 ･･･国民健康保険税、介護保
険料、後期高齢者医療保険料等の納付証明書、
国民年金保険料の領収書または支払証明書
▽生命保険料控除、地震保険料控除 ･･･ 各控除
証明書
▽医療費控除 ･･･医療費控除の明細書、医療費
通知、保険で補てんされる金額がわかるもの
※医療費控除の特例･･･セルフメディケーション
税制の明細書、健康の保持増進および疾病の予
防への取り組みを明らかにする書類
▽障害者控除 ･･･障害者手帳等
▽寄附金控除 ･･･寄付した団体などから交付され
た受領証等
▽雑損控除 ･･･り災証明書、被害にあった資産の
取得時期･ 取得価格がわかるもの、修繕費等の
領収書、保険で補てんされる金額がわかるもの
※申告が必要かどうかわからない場合は問い合
わせください。

申告に必要なもの

下表のとおり、令和元年分確定申告（市民税・県民税申告）
の受付を行います。お住まいの地区の指定日に申告してください。
指定日に都合が悪い人は、指定日以外でも各会場の申告日程
の中で受け付けていますので、期限内の申告をお願いします。

確定申告受付会場

▼上陽支所　

日程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後
2/5㈬ 上横山第１・第2 下横山第1・第2 上陽支所

１階
小会議室

9時～
16時2/6㈭ 北川内第１・久木原 北川内第2

2/7㈮ 北川内第3 北川内第4・第5

▼八女市役所本庁　
日　　程 対象地区 会場 時間

2/25㈫～ 3/16㈪ 
（土･日･祝日を除く）

八女市
全地区

八女市役所
1階103会議室

9時～
16時30分

▼黒木支所　

日　程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後

2/17㈪
笠原中央・釈形・
南笠原・下鹿子
尾・上鹿子尾・
椿原

上北本分・下本
分・本分中央

黒木
支所
大会
議室

9時～
16時

2/18㈫
南木屋・原・山
中・北木屋・東
木屋

荒谷・岳弓掛・
四条野・神露淵・
花渡

2/19㈬
下名・中名・上
名・鹿子生・下
田代・中田代・
上田代

南本分・中原・
犬山・田本・湯
辺田

2/20㈭ 西桑原・馬場
大淵・吹原・無
田・剣持・東・
北大淵・大淵中
央・月足

2/21㈮
東上町・西上町・
中町・下町・栄
町・東今・西今

谷蓮輪・東桑原

▼立花支所　
日　　程 対象地区 会場 時間

2/10㈪ 光友地区
立花市民
センター
イベント
ホール

9時～ 16時
2/12㈬ 辺春地区
2/13㈭ 北山地区
2/14㈮ 白木地区

▼矢部支所　
日　程 対象地区 会場 時間
2/3㈪  矢部1区・2区・5区 矢部

公民館
9時～
16時2/4㈫  矢部3区・4区・6区

▼星野支所　
日　程 対象地区 会場 時間
2/5㈬  星野地区

星野支所
大集会室

9時～
16時2/6㈭  椋谷・上郷地区

2/7㈮  小野地区

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
必
要
で
す

　

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
は

毎
回
、
申
告
者
ご
本
人
や
扶
養
親
族

等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
申
告
者

ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
、
通
知
カ
ー
ド
＋

運
転
免
許
証
や
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
な
ど
）の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。
な
お
、ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
で
確
定
申
告
書
等
を
送
信
す
る
場

合
は
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た

は
写
し
の
添
付
は
不
要
と
な
り
ま
す
。



102020.1.1  広報八女

　
南
筑
後
地
区 

県
・
市
町
合
同

公
売
会
を
行
い
ま
す
。公
売
と
は
、

税
の
滞
納
者
宅
を
捜
索
し
、
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
入
札
な
ど
の
方

法
で
売
却
す
る
こ
と
で
す
。
合
同

公
売
会
で
は
、
複
数
の
団
体
の
公

売
を
同
時
に
行
い
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

公
売
会
の
参
加
方
法

　
事
前
の
申
し
込
み
等
は
不
要
で

す
。
当
日
は
、
認
印
（
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
）
と
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
購

入
代
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代

理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
未
成
年
者
の
入
札
に
は
参
加
制

限
が
あ
り
ま
す
。

⃝

注
意
事
項

▽
滞
納
税
の
完
納
等
に
よ
り
、
出

品
が
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▽
ブ
ラ
ン
ド
名
や
作
者
名
、
焼
き

物
の
名
称
等
の
記
載
は
、
本
物
で

あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
電
化
製
品
等
に
つ
い
て
も
、

動
作
や
品
質
を
保
証
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
出
品
物
は
、
未
使
用
で
あ
っ
て

も
中
古
品
扱
い
と
し
ま
す
。
経
年

劣
化
や
汚
れ
、
傷
等
が
あ
る
物
件

も
あ
り
ま
す
。
現
物
を
よ
く
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▽
公
売
物
件
の
見
積
価
額
（
最
低

公
売
価
格
）
は
、
低
く
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
返
品
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
よ
く
現
物
や
注
意
事
項
を

確
認
の
う
え
、
入
札
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

南
筑
後
地
区  

県･

市
町
合
同
公
売
会

税
の
滞
納
処
分
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
動
産
を
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

電
化
製
品
、
家
具
、
日
用
品
等
多
数
出
品
！ 

総数 138点

◉
日
時
＝　

  
月  　

日
土　
　

時  　

分
開
場

◉
場
所
＝
ま
い
ピ
ア
高
田

　
　
　
　
（
み
や
ま
市
高
田
町
濃
施
14
番
地
）

◉
入
札
時
間
＝
13
時
30
分
～
14
時

◉
せ
り
売
り
＝
14
時
10
分
～
14
時
40
分

◉
再
入
札
＝
15
時
10
分
～
15
時
20
分

1
18

13
00

　10月から始めたび
んの色分けで、分かり
にくく誤りが多いもの
について、改めて分け
方をお知らせします。
◦半透明の淡い青色の
びん→その他の色びん
◦茶色のようであるが緑や黒っぽく見え
るびん→その他の色びん
　びんの色は、胴体の色ではなく、びん
の口の部分で見分けます。びんをきちん
と色で分別することで、資源として有効
に利用できることになりますので、皆さん
のご協力をお願いします。
◉問い合わせ＝環境課（☎23･1462）
または各支所市民生活福祉課

びんの色分けの方法について
　

八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ご
み
の
分
別
推
進
と
減
量

化
、
ご
み
処
理
経
費
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
ご
み
処
理
手
数
料
が
改
定

さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
、不
燃（
粗
大
）

ご
み
の
搬
入
証
明
書
に
よ
る
無
料

搬
入
は
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
不

燃（
粗
大
）ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
る

人
は
、直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

ご
み
処
理
手
数
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
生
活
環

境
係（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

ご
み
処
理
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

CHECK!!

ごみの種別 単位 現行 改定後

可燃（粗大）ごみ 10㎏につき 100 円 150 円

不燃（粗大）ごみ 10㎏につき 200 円 200 円

ごみ処理手数料

※不燃（粗大）ごみの搬入証明書の交付は4月より廃止されます。

⃝

問
い
合
わ
せ

み
や
ま
市
役
所
税
務
課

（
☎
０
９
４
４・６
４・１
５
３
７
）

筑
後
市
役
所
税
務
課

（
☎
０
９
４
２・６
５・７
０
１
１
）
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令和２ 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

◦
開
催
日
時
＝
２
月
８
日
㈯

９
時
30
分
～
16
時
40
分
（
受
付
９

時
15
分
～
９
時
30
分
）

◦
会
場
＝
八
女
文
化

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

（
会
場
・
駐
車
場
は

八
女
市
Ｈ
Ｐ
に
て
確

認
く
だ
さ
い
）
→

◦
参
加
対
象
＝
高
校
生
を
除
く
18
歳

以
上
の
人
で
、
宇
宙
教
育
に
関
心
が

あ
る
、
ま
た
は
す
で
に
宇
宙
教
育
教

材
等
を
活
用
し
て
青
少
年
育
成
活
動

を
実
践
し
て
い
る
人
。

◦
定
員
＝
40
人

◦
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
〈
9
時
30
分
〉
開

講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〈
9

時
40
分
〉
講
座
① 

宇
宙
教
育
概
要

〈
10
時
50
分
〉
講
座
② 

講
義
と
演

習
「
翼
を
科
学
す
る
」〈
12
時
30
分
〉

昼
食
〈
13
時
20
分
〉
講
座
③ 

講
義

と
演
習
「
宇
宙
教
育
教
材
の
開
発
」

〈
15
時
〉
講
座
④ 
講
義
と
演
習
「
ひ

ま
わ
り
8
」
デ
ー
タ
を
衛
星
デ
ー
タ

分
析
ソ
フ
ト
「
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
」
で
分

析
す
る
〈
16
時
25
分
〉
閉
講
式

◦
申
込
締
切
＝
１
月
30
日
㈭
※
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

◦
申
込
方
法
＝
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
教
育

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

edu.jaxa.jp/

）「
宇

宙
教
育
リ
ー
ダ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」
の
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
→

　詳細は、おりなす八女ホームページをご覧に
なるか、お問い合わせください。
◦問い合わせ＝おりなす八女（☎ 22・5332）

会   　員     新規入会  2,000 円
       　    　継続入会  1,500 円
家族会員（１人につき） 1,000 円

〈年会費〉

〈申込方法〉

１月5日㈰から入会受付を開始します

・主催（共催）チケットの先行発売、
　特別価格での購入（一部除外公演あり）
・情報誌、自主公演チラシ等のお届け
・友の会特別企画のご案内

〈会員特典〉

2020 年度 おりなす友の会
会員
募集

　

公
益
財
団
法
人
日
本
宇
宙
少
年
団
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宇

宙
教
育
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
八
女
会
場
の
特
徴
と
し
て
、「
翼
」

「
地
球
ご
ま
」「
ひ
ま
わ
り
8
号
デ
ー
タ
か
ら
超
短
時
間
で
始
め
る
衛
星
デ
ー
タ
利

用
活
動
」
等
に
つ
い
て
紹
介
・
実
習
も
行
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
展
開
で
き
る
宇
宙
教
育
活
動
の
あ
り
方
を
大
い
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼講座②③では、工作をします。次の道具
や材料を用意してください。
〇工作に使用する、手慣れたはさみとカッ　
　ターナイフと 30㎝程の定規
〇セロハンテープとビニールテープ
〇工作に使用する細字の油性ペン
▼講座④ではパソコンの実習を行います。
ノートパソコンをご用意ください。
〇充電済みのノートパソコン（Windows ７、
　８、10 のいずれか）
〇分析ソフトや実習データ等は当日 USB メ
　モリー経由で配布します。
〇パソコンのご持参をお願いします。ご持参
　になられない人で、知り合いの人などと一
　緒に受講する場合は知り合いの人の名前
　をお伝えください。
〇ネットワーク接続用の携帯端末を持参可
　能な人は、衛星データ入手方法説明時に
　活用ください。
▼セミナーを受講した人は宇宙教育リー
ダーとして登録され、宇宙教育センターの
お送りする情報や、教材の貸出などのサー
ビスを受けることができます。

宇
宙
教
育
指
導
者

セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集★

★

★

★

八女
会場



　2020.1.1  広報八女

消費生活
そうだん

家
庭
で
の
消
費
者
教
育
は

大
切
で
す

　

近
年
、
学
校
で
習
う
社
会
科
や
家
庭

科
の
内
容
が
見
直
さ
れ
、
消
費
者
教
育

を
学
ぶ
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

お
子
さ
ん
が
賢
い
消
費
者
と
な
れ
る
よ

う
、
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
で
の
消
費

者
教
育
も
大
切
で
す
。

①
お
小
遣
い
の
あ
げ
方
に
、
ひ
と
工
夫

　

お
こ
づ
か
い
の
あ
げ
方
も
ご
家
庭
で

さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。
年
1
回
の
お
年

玉
だ
け
（
年
俸
制
）、
毎
月
決
ま
っ
た

額
（
定
額
制
）、
お
手
伝
い
へ
の
ご
ほ
う

び
（
報
酬
制
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ど

れ
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
が
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
学
習
能

力
に
応
じ
て
予
算
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
お
子
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。「
ね
だ
ら
れ
た
ら

渡
す
」
と
い
う
家
庭
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
お
金
の
計
画
的
な
使
い
方

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
少
額
で
も
定

期
的
に
お
小
遣
い
を
あ
げ
る
こ
と
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

②
お
金
を
使
っ
た
ら
、
記
録
す
る

　

お
子
さ
ん
が
お
小
遣
い
帳
に
記
録
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。
使
っ
た
後
に
ふ
り
返
り

が
で
き
れ
ば
、
使

い
す
ぎ
を
防
ぎ
、

何
に
一
番
使
っ
た

の
か
自
分
を
知

る
チ
ャ
ン
ス
に
な

り
ま
す
。

③
家
事
を
一
緒
に
す
る

　

家
事
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
、
食
品

や
衣
類
な
ど
家
庭
用
品
の
扱
い
方
に
慣

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

食
品
や
衣
類
の
表
示
の
見
方
を
学
び
、

製
品
事
故
や
食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
食

の
危
険
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

日
々
の
育
児
や
家
事
に
追
わ
れ
、
家

庭
で
の
消
費
者
教
育
と
い
っ
て
も
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
時
に
覚
え
た
感
覚

は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
身
に
つ
い
て

い
る
も
の
で
す
。
良
識
あ
る
金
銭
感
覚

や
、
も
の
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
子

ど
も
の
時
に
身
に
つ
け
て
、
健
や
か
に

成
長
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時
30

分
～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

60

長
寿
訓
掲
げ
過
ご
す
や
秋
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
川
原
篤
子

神
渡
り
給
ふ
や
木
の
葉
し
き
り
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

井
上
ト
シ
子

よ
う
や
く
に
奥
八
女
紅
葉
燃
え
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

松
延
み
さ
と

秋
晴
れ
に
筆
動
く
か
に
画
伯
像

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
牛
島   

景
子

夜
は
長
し
編
む
布
ぞ
う
り
朱
の
鼻
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

堤    

多
鶴
子

大
吊
橋
揺
れ
滝
紅
葉
静
も
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

吉
泉   

守
峰

木
に
は
木
の
人
に
は
人
の
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

荒
川
ミ
ヤ
子

公
僕
の
妻
で
終
わ
り
ぬ
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
坪   

延
子

鉛
筆
の
下
書
句
稿
秋
の
畑

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
中
村   

境
子

天
高
く
銀
河
の
果
て
や
こ
の
地
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
坪   

清
香

家
家
に
ド
ラ
マ
あ
り
な
む
式
部
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
倉
ノ
下
和
代

石
蕗
の
花
一
株
だ
け
の
温
み
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

城
後   

正
子

八
女
紫
苑
句
会

上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報R2.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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図書館の休館日
1月

八女市立図書館
公式Twitter
はじめました！

✿年末年始12/29 ～１/4は休館✿
　館内整理日は31日㈮

幼児～小学生の皆さんが対象です♪
♥本館＝11日、18日
※いずれも土曜日14時～
おはなしコーナー
※25日は「塚本やすしとあそびまショー!!」
♥黒木分館＝11日㈯10時30分～
おはなしコーナー

1月のおはなし会

1月のあかちゃんおはなし会
0～2歳くらいのお子さんが対象です♪
♥本館＝5日㈰、18日㈯11時～
　2階研修室
♥黒木分館＝25日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
1㈷～4㈯、7㈫、13㈷、14㈫、21㈫、28㈫、31㈮

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
1㈷～4㈯、6㈪、13㈷、20㈪、27㈪、31㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈷～4㈯、6㈪、13㈷、20㈪、27㈪、31㈮

◦
日
時
＝
1
月
25
日
㈯

14
時
開
演
（
13
時
30
分

開
場
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八

女 

は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
絵
本
の
よ
み

き
か
せ
と
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ

◦
定
員
＝
１
０
０
人
（
参

加
無
料
）

◦
対
象
＝
幼
児
～
大
人

※
１
月
5
日
㈰
10
時
か

ら
申
込
受
付
開
始

◦
申
込･

問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
立
図
書
館 

本
館

（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

イベント情報などを発信し
ていきます。フォローよろし
くお願いします。（アカウン
ト名は＠ yame_library）

塚
本
や
す
し
と
あ
そ
び
ま
シ
ョ
ー
!!

塚本やすしさん紹介
1965 年東京生まれ。絵本作家、児
童文学作家。「やきざかなののろい」
で第 6 回リブロ絵本大賞･第 9 回
ようちえん絵本大賞受賞。

ポ
プ
ラ
社

ポ
プ
ラ
社

1月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

サ
イ
ン
会
も
開
催
！

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します130

熊本県宇土市出身。
結婚を機に八女市へ。第35回小説
推理新人賞を受賞し、現在、単行本
5作を刊行。最新作「君の××を消し
てあげるよ」は、女子中学生が主人
公の青春ミステリー小説。
悠木シュンさんの最新情報はこちら↓
Twitterアカウント @yuki_shun09

　

八
女
市
で
活
動
す
る
小
説
家
、悠
木

シ
ュ
ン
さ
ん
。多
く
の
人
に
本
を
読
ん
で

も
ら
い
た
い
と
、2
人
の
子
ど
も
を
育
て

な
が
ら
、執
筆
し
て
い
ま
す
。

　「
何
か
を
成
し
た
い
。人
生
に
何
も

残
せ
て
い
な
い
こ
と
に
悔
し
さ
を
感

じ
、子
育
て
を
し
な
が
ら
空
い
た
時
間

で
、執
筆
を
始
め
ま
し
た
。そ
れ
ま
で

読
書
を
す
る
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、伊
坂
幸
太
郎
さ
ん
の
本
に
衝
撃

を
受
け
、基
礎
を
学
ん
だ
後
、ミ
ス
テ

リ
ー
小
説
の
執
筆
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
専
門
的
な
知
識
が
な
い
た
め
、日
常

の
さ
さ
や
か
な
ワ
ン
シ
ー
ン
に
焦
点
を

当
て
、実
体
験
を
イ
メ
ー
ジ
で
脚
色
し

物
語
を
つ
く
り
ま
す
。ア
ニ
メ
や
学
校

生
活
な
ど
、自
分
が
経
験
し
た
時
代
と

現
在
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、子
ど
も
た
ち

か
ら
の
情
報
を
基
に
擦
り
合
わ
せ
ま

す
。家
族
と
の
話
題
の
な
か
で
流
行
し

て
い
る
こ
と
を
取
り
込
ん
だ
り
、自
分

の
好
き
な
も
の
を
反
映
さ
せ
た
り
、生

活
の一部
を
切
り
取
る
こ
と
で
、リ
ア
リ

テ
ィ
の
あ
る
作
品
に
し
て
い
ま
す
。

　
書
き
上
げ
る
ま
で
は
苦
悩
の
連
続
で

す
。し
か
し
、登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
確
立
し
て
い
く
際
、稀
に
思
考

を
超
え
て
、勝
手
に
人
物
同
士
で
会
話

を
は
じ
め
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。そ
の

と
き
は
、楽
し
く
て
一
気
に
物
語
を
書

き
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

実
在
す
る
有
名
人
を
連
想
さ
せ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
を
織
り
込
む
な
ど
、物
語
の
随

所
に
、読
者
が
気
づ
く
か
分
か
ら
な
い

よ
う
な
小
さ
な
仕
掛
け
を
つ
く
る
こ
と

も
楽
し
み
の一つ
で
す
。

　
本
を
読
む
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、多
く
の
人
に
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、誰
も
が
知
っ
て
い
る
よ

う
な
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
目
標
で

す
。こ
れ
か
ら
も
読
者
の
皆
さ
ん
が
楽

し
め
る
本
を
書
き
続
け
て
い
き
ま
す
」

何
気
な
い
日
常
を
ミ
ス
テ
リ
ー
に　
小
説
家 
悠
木 

シ
ュ
ン
さ
ん
（
岩
崎
）
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校区 役  職 名  前 担当地域 校区 名  前 担当地域

上
陽

井 上　 一 光 中川内・飯塚・石原

立　
　
　

花　
　

杉 本　 嘉 德 山下・鞍懸
西 村　 文 代 主任児童委員 谷 川　 光 子 男ノ子・西原
穴 見　 房 子 主任児童委員 鵜 木　 芳 子 小倉谷・小倉谷団地・上ノ原

黒　
　
　

木　
　
　

38
人　
　

秀 德　 隆 東上町・西上町・中町 稲 田　 一 男 小路・樋ノ口・中川原
坂 井　 高 利 下町・栄町 松 﨑　 道 子 谷中・大倉谷・井手ノ口
岸 川　 繁 子 東今 原　 順 三 郎 一ノ瀬・今屋敷
原　 勝 子 西今 民児協副会長

校区会長 内 川　 芳 夫 平野・田楽原・菖蒲尾
緒 方　 幸 記 谷蓮輪 前 田　 悦 子 土野々・持山・中村・大上
大 塚　 俊 美 東桑原 有 冨　 孝 子 三社・宮ヶ原
鴫 山　 光 雄 西桑原 田 中　 輝 雄 長畑・鹿状・桐葉
田 中　 福 子 馬場 中 村　 節 子 三ノ瀬・百田・竹ノ迫
秋山　たえ子 上北本分 今 村　 高 一 寺尾・柴折・高須田
平 島　 孝 幸 下本分 中尾　香代子 栗ノ尾・横道・漆谷・吹春
加 藤　 恵 子 本分中央 中 村　 豊 吉 久下野・中辺春
田 中　 一 馬 南本分 堤　 き み 子 立石・長瀬・熊ノ川
西　 俊 春 中原・犬山 中 村　 高 子 江後・前川内
茅 島　 進 田本・湯辺田 松尾　フサヱ 松尾
酒 井　 德 男 下名・中名 中 嶋　 辰 子 下小原・上小原・黒岩・山中
堤　 み す え 上名・鹿子生 平 田　 倫 子 主任児童委員
三 宅　 邦 雄 下田代・中田代 鎌 田　 章 子 主任児童委員
信 國　 隆 上田代

矢　
　

部　
　
　

14
人

新 原　 勇 一 第 1 行政区
校区会長 緒 方　 靜 磨 南木屋・山中 栗原　まゆみ 第 1 行政区

大石　サヱミ 原 河 内　 繁 春 第 2 行政区
馬渡　千恵美 北木屋 川口　すみ子 第 2 行政区
山 口　 重 代 東木屋・荒谷 若杉　久美子 第 3 行政区
齋 藤　 武 子 岳弓掛 栗 原　 美 清 第 3 行政区
井手　由美子 神露淵 石 川　 和 之 第 4 行政区
篠原　千賀子 花渡・四条野 校区会長 栗 原　 英 明 第 4 行政区
牛島　シノブ 椿原 栗 原　 昌 子 第 5 行政区
樋 口　 健 志 笠原中央・釈形 森山　サツキ 第 5 行政区
溝 田　 博 幸 南笠原 堀 下　 令 子 第 6 行政区
樋 口　 利 男 下鹿子尾・上鹿子尾 小森　千代美 第 6 行政区
田島　百合子 月足 栗 原　 愛 子 主任児童委員
大淵　美代子 大淵 轟　 静 子 主任児童委員
齋 藤　 和 代 吹原・無田

星　

野　
　

17
人

石 橋　 恭 介 小野 1区
橋 本　 幸 代 剣持 民児協監事 原 口　 初 子 小野 2 区
林 田　 叶 巳 東 山下　千加子 小野 2 区
野 中　 洋 子 北大淵 井 上　 初 代 椋谷 1区
大 坪　 節 子 大淵中央 今 村　 宏 椋谷 1区
樋口　すみ子 主任児童委員 山口　美保子 椋谷 2 区
堤　 清 三 郎 主任児童委員 梅 野　 明 美 椋谷 2 区

立　

花　
　

31
人

平島　サトコ 田形・境原・四方堂 柴尾　あさ子 星野 1区
穴 見　 最 子 谷川・釘埼・白土・谷川団地 樋口　美代子 星野 2 区
白山　三枝子 鳴瀬・久保・光友 氷室　久美子 星野 2 区
伊 藤　 静 代 中島 角田　るり子 星野 3 区
小 山　 雅 子 中州 民児協副会長

校区会長 柿 原　 敬 道 上郷 1区
平 田　 康 臣 野広尾・中通 井上　千代香 上郷 1 区
櫻 田　 順 子 草場 酒見　美佐代 上郷 1 区
高山　たき子 仁合・高山 田 邊　 政 信 上郷 1 区
野 中　 広 幸 兼松団地 栗原　るみ子 主任児童委員
深 町　 達 郎 兼松・出ノ原 山 口　 幸 代 主任児童委員
田 中　 正 明 後田・上町・多々良・遠久谷

民生委員・児童委員は地域の身近な相談相手です。民生委員・児童委員には法による守秘義務があります。
安心してご相談ください ◦問い合わせ＝八女市民生委員児童委員連絡協議会（事務局☎２４・８０３０）

保存してご活用ください
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校区 役  職 名  前 担当地域 校区 名  前 担当地域

福　
　
　

島　
　
　

17
人

大隈　ゆき子 東唐人町 三
河

奥 西　 一 臣 主任児童委員
内野　千惠子 西唐人町 大 石　 勝 宏 主任児童委員
古 殿　 了 一 土橋

八　
　

幡　
　

８
人

政 次　 康 久 下川犬・川犬
北原　マリヤ 東西紺屋町 河 野　 栄 三 泉島・宮島・犬馬場
塚 本　 哲 也 東中西宮野町 内 田　 都 平
木 下　 斎 東西京町・新町 服 部　 和 美 上下新庄
溝 上　 啓 子 東西古松町 校区会長 隈 本　 光 弘 西田・福市・今山
馬場　智惠子 東西矢原町 川口　ふじ子 南北国武
横 溝　 敬 子 北平塚 下 川　 富 子 主任児童委員
黒 岩　 幸 代 南平塚 馬 場　 万 枝 主任児童委員
大渕　やすよ 清水町・大正町

川　
　

﨑　
　

８
人

牛 島　 智 子 山内
古川　由紀子 杉町 民児協会長 樋 口　 欣 榮 山内

校区会長 松﨑　美登里 杉町・榎町 北 島　 祥 子 長野
今 里　 明 美 上稲富 山 下　 信 子 長野
松 尾　 貞 義 下稲富 平 島　 敦 子 北田形

主任児童委員部
部長 江 﨑　 直 美 主任児童委員 校区会長 青 木　 英 行 柳島

加藤　光若子 主任児童委員 桐明　ルミ子 主任児童委員

長　
　
　

峰　
　
　

14
人

樋 口　 博 己 豊福 熊本　サチ子 主任児童委員
中 島　 綾 子 宅間田

忠　
　

見　
　

９
人

中園　みどり 大篭
池田　美千子 宅間田 民児協会計

校区会長 中 園　 千 里 忠見南
中小原　光徳 宅間田県住 大津　美智子 忠見北
橋 爪　 ミ 子 上吉田 大 津　 洋 子 忠見北
大 石　 政 幸 上吉田 柴 田　 幸 子 井延・黒土
三 ⻆　 俊 一 中吉田 民児協監事 末 次　 律 子 本

校区会長 橋爪　あさ子 下吉田 上 村　 初 子 立山・牟田
副島　千枝美 下吉田 野上　エミ子 主任児童委員
善　 須 美 子 岩崎 青 木　 幸 子 主任児童委員
樋 口　 武 成 岩崎

岡　
　

山　
　
　

14
人

松 延　 和 馬 今福
樋口　美代子 大島 山 下　 政 彦 蒲原・東蒲原
樋 口　 京 子 主任児童委員 民児協監事 竹 村　 潔 蒲原・東蒲原
中 島　 陽 子 主任児童委員 斉 藤　 正 行 亀甲・亀甲北

上　
　

妻　
　

16
人

甲 木　 絹 子 祈祷院 城 後　 眞 一 龍ケ原
髙山　恵美子 上津江 松 延　 保 子 龍ケ原
牛 島　 光 俊 下津江 牛 嶋　 國 弘 立野

民児協副会長
校区会長 田 村　 邦 子 大福寺・東馬場 江渕　千津子 前古賀

野 中　 久 子 大福寺 岸 川　 昇 一 鵜池
髙 田　 和 子 南馬場 山 本　 和 子 室岡
出 田　 龍 起 南馬場 校区会長 松 﨑　 真 勝 室岡
山 口 幸 四 郎 栄町 増 永　 和 也 えのき台
松 本　 秀 隆 北馬場 城 後　 和 子 主任児童委員
安 達　 仁 北馬場 野見山　百葉 主任児童委員
大 谷　 初 美 納楚

上　
　

陽　
　

17
人

校区会長 木 下　 守 保 打越
石 橋　 祐 子 納楚 井 上　 勝 彦 柴尾
牛 島　 勝 子 平田 木 下　 明 実 東川端・西川端
伊藤　一二生 平田 牛 島　 礼 子 祇園堂・上名・舟木
栗 林　 文 惠 主任児童委員 古 賀　 邦 子 室園・真名子
髙 山　 利 文 主任児童委員 久木原　妙子 中村・栗林

三　

河　
　

10
人

松原　三智江 酒井田 山 口　 一 喜 中川原・半沢
西尾　津代子 高塚 井 上　 高 德 藤木・岩下
平 野　 典 子 高塚 山下　由美子 生駒野・轟・黒岩

校区会長 小 川　 琢 治 宮野 辻　 正 治 柴坂・木浦・尾久保
田 中　 正 二 上中下柳瀬 久 間　 久 光 仏尾・桑川内
甲斐田　義郎 矢原 大 坪　 賢 治 八重谷・三川・杠葉
星野　富士子 光 上野　セイ子 納又
末 崎　 恵 子 緒玉 井上　希実義 田代・古賀

八
女
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
名
簿
（
令
和
元
年
12
月
１
日
～
令
和
４
年
11
月
30
日
）
12
月
１
日
に
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
令
和
元
年
12
月
１
日
現
在
・
敬
称
略
》
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み
な
さ
ん
は
、
友
達
を
傷
つ
け
る
つ

も
り
が
な
く
て
も
知
ら
ず
知
ら
ず
に
友

達
を
傷
つ
け
て
い
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
悪
気
が
な
く
て
言
っ
た
言
葉
や

無
視
し
て
い
る
つ
も
り
が
な
く
て
も
友

達
が
傷
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
も
、
友
達
を
傷
つ
け
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
知
ら
な
い

う
ち
に
傷
つ
け
て
い
た
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　
あ
る
日
の
朝
の
時
間
、
い
つ
も
の
よ

う
に
学
校
に
着
き
、
学
習
の
準
備
を
し

て
外
に
出
る
と
、
一
人
で
さ
び
し
そ
う

に
し
て
い
る
友
達
を
見
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
だ
れ
も
そ
の
友
達
に
声
を
か

け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
の
日

も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
何
度
か
あ
り

ま
し
た
。
私
は
声
を
か
け
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
だ
れ
も
そ
の
友
達
に

声
を
か
け
な
い
の
で
、
自
分
一
人
で
声

を
か
け
に
行
く
の
が
不
安
に
な
り
勇
気

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
あ
る
日
、

一
人
の
女
の
子
が
話
し
て
い
る
の
を
見

か
け
ま
し
た
。
そ
の
時
、
さ
び
し
そ
う

に
し
て
い
た
友
達
は
、
と
て
も
表
情
が

明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
、
そ
の
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

誰
も
誘
っ
て
く
れ
な
く
て
悲
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
も
無
意
識
に
友
達
を

悲
し
ま
せ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
あ
の

時
、
私
が
声
を
か
け
て
い
れ
ば
も
っ
と

早
く
友
達
は
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
私
は
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
反
省

し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
、
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
て
か
ら
行
動
す
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
、
い
じ
め
や
差
別
は
増
え
る
一
方

で
す
。
私
達
は
、
い
じ
め
や
差
別
を
無

く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
私
達
と
あ
ま
り
年
の

変
わ
ら
な
い
子
ど
も
が
自
分
で
命
を
絶

つ
事
件
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
い
じ
め

や
差
別
が
原
因
で
こ
の
か
け
が
え
の
な

い
命
を
失
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

た
っ
た
一
つ
の
小
さ
な
出
来
事
で
も
、

誰
か
が
少
し
の
勇
気
を
も
っ
て
行
動
す

れ
ば
い
じ
め
や
差
別
は
な
く
な
り
ま
す
。

行
動
す
る
こ
と
に
勇
気
が
出
な
か
っ
た

り
、
不
安
に
な
っ
た
り
し
て
も
友
達
の

気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
で
一
歩
踏
み
出

せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

こ
と
を
み
ん
な
が
心
が
け
れ
ば
、
た
く

さ
ん
の
人
が
笑
顔
に
な
る
は
ず
で
す
。

私
達
が
温
か
い
心
を
持
つ
だ
け
で
、
笑

顔
に
な
る
人
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
を

友
達
や
家
族
に
伝
え
た
い
で
す
。
私
は
、

お
互
い
を
信
頼
し
合
え
る
人
間
関
係
を

築
い
て
、
誰
も
が
幸
せ
に
過
ご
せ
る
社

会
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
ま
ず
は
私
の
周
り
の
人
達
の

笑
顔
が
増
え
る
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
他
人
の
気
持
ち
に
思
い
を
は
せ
る
こ

と
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
す

べ
て
の
人
権
問
題
の
解
決
に
通
じ
る
も

の
で
す
。
傍
観
者
で
は
い
け
な
い
と
気

づ
き
、
行
動
に
移
す
勇
気
は
私
た
ち
も

持
ち
続
け
て
い
た
い
で
す
ね
。

小
さ
な
勇
気

　
星
野
小
学
校 

6
年
　
髙た
か

木き 

芳よ
し

夏か 

さ
ん

行
動
に
移
す
勇
気
を
持
つ

堂々と発表する髙木さん

　

12
月
7
日
㈯
、
お
り
な
す
八
女
に
て「
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
八
女
２
０
１
９
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
八
女
市
立
学
校
代
表
の
児
童
・
生
徒
が
、
人

権
に
関
す
る
思
い
を
作
文
に
綴
り
発
表
し
ま
し
た
。
今
月
は
そ
の
一
編
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
生
の
人
権
作
文
か
ら
学
ぶ
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なぜ
なぜ人権－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

八
幡
小
学
校
み
ん
な
で
歌
お
う

教
室
に
よ
る
合
唱
が
、
会
場
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

ろう者･LGBTQをテーマとした映画の上映と、映画監
督の今井ミカさん（中央）、出演者のノゾムさん（右）に
よるトークショーが行われました。司会も含め、すべ
て手話で進行し、読み取り通訳がなされました。

スマイルフェスタ八女 2019の様子
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対象者は、
「子育て世帯」と
「住民税非課税世帯」

プレミアムでお買い物が25％お得になる！

商品券を購
入できる人

住民税非課税者 子育て世帯

令和元年度分住民税非課税者で平成 31 年 1 月1日時点で八女市
に住民票のある人。※住民税課税者と生計同一の配偶者 ･ 扶養親
族、生活保護被保護者等を除く

平成 28 年 4 月 2 日から令和
元年 9 月 30 日までの間に生ま
れた子が属する世帯の世帯主

購入限度額 対象者 1 人当たり　25,000 円（販売額　20,000 円） 対象の子の人数× 25,000 円
（販売額　20,000 円）

購入手続き

対象となる人に商品券購入引換券交付申請書を送付しています。
購入を希望する人は 1 月 31日㈮までに必要事項を記入して福祉
課に提出してください。（郵送の場合は当日消印まで有効）
申請書審査後に、要件を満たす人には「購入引換券」を郵送します。

申請は不要です。
対象の世帯主に「購入引換券」
を郵送しています。

《商品券販売場所》　簡易郵便局を除く市内郵便局　 平日 9:00 ～ 17:00 ※八女郵便局のみ平日 9:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　八女市茶のくに観光案内所  　土・日・祝日 8:30 ～ 17:15

《商品券販売期間》　令和 2 年 2 月 29 日㈯まで　　《商品券使用期間》　令和 2 年 3 月 31 日㈫まで

※商品券は 5,000 円単位（販売額 4,000 円）で購入できます。（500 円× 10 枚）

「八女市プレミアム付商品券」
の購入引換券の申請を、
1月31日 まで延期
　　　　　します

１
度
に
２
万
円

も
出
し
て
商
品

券
を
購
入
す
る

こ
と
が
難
し
い

の
で
す
が･･･

　
商
品
券
は
５
千

円
単
位
で
、
必
要
な

と
き
に
必
要
な
分
だ

け
、
何
回
か
に
分
け

て
購
入
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
！

も
ち
ろ
ん
、
一
度
に

ま
と
め
て
買
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。
購
入
し
や
す

い
方
法
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
ね
。

な
ぜ
今
回
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行

す
る
の
で
し
ょ

う
か
？ 

消
費
税
率
の
10
％
へ

の
引
上
げ
に
伴
い
、

対
象
の
方
々
の
税
率

引
上
げ
直
後
に
お
け

る
負
担
を
緩
和
し
つ

つ
、
日
々
の
生
活
に

お
け
る
消
費
を
下
支

え
す
る
た
め
で
す
。

購
入
額
に
25
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
た

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
を
、
消
費
税
率

引
上
げ
後
の
日
常
的

な
お
買
い
物
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

 　例えば ･･･
・5 回に分けて買う（5 千円分の
商品券を 4 千円で購入×5 回）
・3 回に分けて買う
（1万円分の商品券を 8 千円で
購入×2 回、5 千円分の商品券
を 4 千円で購入×1回）

質問します お答えします

お急ぎ
ください

「八女市プレミアム付商品券」は市内の 400 以上の店舗等で使えます。
使用可能な店舗等はホームページで確認するか、お問い合わせください

問い合わせ＝八女市プレミアム付商品券事務局 ☎ 0943・24・8030（八女市役所福祉課）
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　高塚さしこの会作
品展が 11 月 22日㈮
から24日㈰、八女伝
統工芸館で開かれま
した。会場には代表
の岡田和代さんが制
作した刺し子の着物
や、会員や立花熟年
会の皆さんのタペス
トリー、ブラウス、手
提げなどの作品が約
200点並びました。「刺
し子はとても楽しい。時間があればしています」と会員の皆さん。訪
れた人たちは、根気のいる繊細な作品の数 に々見入っていました。

ひと針ひと針丹精込めて

蓮の美作品展開催
　社会福祉法人上横山福祉会主催
による「蓮の美作品展 -2019-」が、
12 月5日㈭から 8日㈰まで横町町
屋交流館 1階にて開催されました。
この展覧会は今回で 6 回目。障害者
支援施設 蓮の実園、蓮の実団地等
の利用者が作成した、絵画や書、折
り紙等の作品が展
示されました。固定
観念にとらわれな
い発想でのびのび
と描かれた絵画や、
細かな部分まで丁
寧に作り込まれた作
品などで、見る人を
魅了しました。

　昨年は、民生委員･児童委員の一斉改選の年でした。12 月１日㈰に
農業活性化センターにおいて、退任される人に感謝状を、再任および新
任の人に委嘱状を渡す伝達式が開催されました。地域の実情に詳しく福
祉に理解を持つ人が、行政区長からの推薦を経て、民生委員･児童委
員として 3 年の任期で委嘱されます。電話代や交通費に対する活動費
は支払われますが、報酬はなくボランティアです。民生委員･児童委員
活動は、地域の皆さんのご支援が不可欠です。地域福祉推進のために、
ご協力をお願いします。

民生委員･児童委員へ感謝状、委嘱状を伝達

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

　12 月8日㈰黒木町田代地区で「田代の風流（県指定無形民俗文化
財）」が行われました。おしろいを塗って扮装した奴姿の男衆たちが大
名行列を従えて練り歩きました。「人柱壁」が長さ約 4 メートルの毛槍
を投げ渡す技で見物客を魅了し、道化役の「はさみ箱」が道中文句をは
やし立てながら面白おかしいパフォーマンスを披露しました。八龍神社
に到着した大名行列は、神社に風流を奉納し、五穀豊穣や無病息災、
地域の安寧を祈願しました。

ユニークな大名行列が練り歩く
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　筑後信用金庫から11月20日㈬、市内の
小中学校へ道徳関連の図書をいただきまし
た。同金庫は 2014 年から営業エリアに属す
る小中学校・特別支援学校に、テーマを決
めて関連図書を寄贈しています。図書の目
録を受け取った橋本教育長は、「子どもたち
の心の教育にしっかりと役立てていきます」
とお礼を述べました。

道徳関連の図書を寄贈

　11月23日㈷、『八女市の農業・農村の活性化をめざす
女性の会』（内野幸代表）が福岡県男女共同参画の「女性
の先駆的活動部門」で表彰されました。同会は平成13 年に
設立。農業を担う女性の育成を目指し、さまざまな活動を
続けてきました。市内小学校・保育所の子どもたちとの収
穫体験や食育活動などで農業に対する理解を深めるととも
に、ＪＡ理事や農業委員・八女市農業委員会会長などの役
職につき地域で活躍する女性も輩出しています。内野会長
は「今回の受賞は励みになります。楽しく活動しているので、
若い人たちにも参加してほしい」と話していました。地域を担う女性を育てる

グラウンドゴルフ全国大会に出場 　第 32 回全国グラウンド･ゴルフ交歓
福岡県大会（10 月9日、10日久留米市
で開催）に出場した福岡県グラウンドゴ
ルフ協会八女市支部の10 人が 11月1日
㈮、市長に出場を報告しました。これは
5 月に開催された県南部大会で優秀な成
績を収め、全国大会へと出場したもので
す。八女市支部の大坪会長は「全国から
集まった皆さんに八女市をピーアールで
きました」とあいさつ。三田村市長は「皆
さんはグラウンドゴルフで健康とともに、
人と人とのつながりを作っておられること
が素晴らしい。これからも健康に留意さ
れ頑張ってください」と讃えました。

　道の駅たちばな秋の大収穫祭が、11月23日㈷ ･24日㈰
に開催されました。会場にはみかんタワーが設置され、特
産のみかんを使ったみかんくじ抽選会や、餅つき大会、お
茶の対面販売、ステージイベ
ントなどが行われました。八
女農業高校の生徒による、八
女農コーナーのミニ動物園で
は、乗馬体験などで動物とふ
れ合うことができ、子どもた
ちに大人気でした。販売コー
ナーには列ができ、多くの来
場者で賑わっていました。

収穫に感謝し盛大に
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　1月26日㈰に兵庫県神戸市で行われる、第 5 回全日本少年
少女空手道選手権大会に、小学 6 年男子リアルクラス 40㎏以
上の部で真総合空手道圏彗會（代表師範吉田剛氏）の西塔隆晴
さん（黒木西小6年）が出場します。このため、12 月10日㈫に
市役所を訪問し、市長に報告しました。初の全国大会出場とな
る西塔さんは「練習以上の成果を発揮したい」と意気込みを語
りました。また、11月4日に開催された第13回JKJO全日本ジュ
ニア空手道選手権大会
で優勝を果たした荒田
陽 向さん（同所属･岡山
小4年）も同日、結果報
告を行いました。三田
村市長は「周りの人に
感謝しながら経験を生
かして努力してほしい」
と2 人へエールを送り
ました。※写真左から西
塔さん、市長、荒田さん

空手で全国の舞台へ

日本民謡で全国大会

駅伝大会結果

巨大！みかん門松

長峰クラブ準優勝

　12 月15日㈰に東京都の品川区民会館きゅりあんで行われる日本民謡協
会民謡民舞全国大会青年部旗戦に松尾美波さん（輝翔館中等教育学校 6
年）が出場します。昨年1月に行われた日本民謡協会福岡県連合大会にお
いて、青年の部で優勝し、出場権を獲得しました。11月21日㈭市役所を
訪問し、市長に報告を行いました。全国大会では、ハイヤ節の起源といわ
れている「牛深ハイヤ節」を披露します。指導者であり、八女市観光大使
の馬場美雅さんはお囃子を務め、松尾さんの歌声を引き立たせます。松
尾さんは「民謡を歌うことがとても楽しい。がんばります」と笑顔で語りま
した。市長は「馬場さんを超えるくらいに頑張ってほしい」と激励しました。

　第18 回明治旗争奪少年野球新人大会が
行われ、48 チームが熱戦を繰り広げました。
12 月7日㈯に決勝戦が行われ、長峰クラブ
が準優勝に輝きました。結果は次のとおり。
優勝　天明ファイヤーズ（熊本市）
準優勝　長峰クラブ（八女市）
第 3 位　下広スターボーイズ（広川町）
　　　　菊地ブルズ（菊池市）

　12 月15日㈰に行われた第 10
回八女市駅伝大会の結果（各部
門１位）は次のとおりです。

【1.5㎞コース】▽小学生男子＝
Run KING ▽小学生女子＝筑後
ビーナス ▽中高生女子＝ 2155

（つっちーごーごー） ▽一般男子
＝ジャッカル ▽一般女子＝チー
ムストーン ▽オープン＝西中 A

【2.4㎞コース】▽中高生男子＝祐
誠高校 A ▽一般男子＝八女陸協 
▽オープン＝Fukutsu Trans RC 
Next【チーム応援旗コンテスト】
▽優勝＝八女走ろう会 B ▽２位
＝黒木陸上クラブ宙組 ▽３位＝
八女走ろう会 A ※総合順位、総
合タイム、個人タイム等は八女市
ホームページで確認できます。

　道の駅たちばなに、毎年恒例の「みかん門
松」が飾られました。門松は全て立花産の材
料でできており、高さは約 5.5 ｍ、台座部分
の直径は約1m、敷き詰められたみかんはおよ
そ80kg あります。生産者から提供されたこの
みかんは試食をすることができますが、なくな
り次第終了となります。門松は「道の駅たちば
な」の店頭に新年1月7日まで飾られます。

▲応援旗コンテスト優勝作品

202020.1.1  広報八女
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募集職種
（募集人員） 応募資格／業務内容等 受付期間 試験日／会場

／選考方法 提出書類 申込・問い合
わせ（担当課）

窓口サービス専
門員《5 人程度》

【業務内容】
住民票等諸証明交付業務および総合案内業
務（市役所本庁勤務）

1月6日㈪～
1月28日㈫
※土・日・
祝日除く

2月8日㈯／
八女市役所／
書類審査・面接

・申込書 人事課人事係
☎ 23・2129

保育所保育士
《3 人程度》

【応募資格】保育士の資格を有し「保育士証」
の交付を受けている人（令和 2 年 3 月 31日
までに取得見込みの人を含む）

1月4日㈯～
１月 24 日㈮
※本庁子育
て支援課は
土・日・祝
日除く

2 月 2 日㈰／
八女市役所／
書類審査・作
文・面接

・申込書

・資格証明
書の写し

子育て支援課
こども未来係
☎ 24・8814
※申込書は本
庁 子 育 て 支
援課またはや
めっこ未来館
に準備

地域子育て支援
拠点事業従事者

《１人程度》

【応募資格】普通自動車運転免許を有し、次
のいずれかの要件を満たす人。
㋐教員資格を有する人㋑保育士資格を有し

「保育士証」の交付を受けている人㋒子育て
支援員研修（地域子育て支援拠点事業）修
了者で、地域子育て支援拠点施設において
3 年以上かつ 200 日以上従事した経験があ
る人※㋐㋑は令和 2 年 3 月 31日までに取
得見込みの人を含む

少人数指導教員
（専科）《若干名》

【応募資格】小学校または中学校の教員免
許を有する人

1月6日㈪～
1月24日㈮
※土・日・
祝日除く

2月2日㈰／
書類審査・作
文・面接

※調理員は作
文試験除く

・申込書
・資格証明
書の写し

学校教育課
総務係
☎ 23・1954

学校司書
《7 人》

【応募資格】司書または司書補資格を有し、
司書業務の経験を有する人

学校給食調理員
《3 人》

【応募資格】調理師または栄養士資格を有
する人

地域活動指導員
（人権・同和教育
担当）《若干名》

【応募資格】基本的なパソコン操作ができる
人

【業務内容】人権・同和問題に関する啓発等

１月22日㈬
～ 2 月5日㈬
※土・日除く

2月16日㈰／
八女市役所／
書類審査・作
文・面接

・申込書
人権・同和教
育課
☎ 23・2074

公立公民館長
《１人》

【業務内容】公立公民館の講座・事業などの
企画運営、事務および施設管理などの統括

（市内公立公民館勤務）

1 月 6 日㈪～
1月23日㈭

2月9日㈰／
おりなす八女
／書類審査・
作文・面接

・申込書

社会教育課
☎ 23・1318
※申込書は社
会教育課に準
備

公立公民館職員
《若干名》

【業務内容】公立公民館の講座・事業などの
企画運営、事務および施設管理（市内公立
公民館勤務）

大淵体験交流施
設指導員

《１人》

【業務内容】大淵体験交流施設の事業・体
験プログラムなどの企画運営、事務および
施設管理（大淵体験交流施設勤務）

地域活動指導員
《１人》

【業務内容】青少年を対象とした生活体験、
社会体験、学習活動などの企画運営、指導（市
内公立公民館勤務）

清掃業務補助
《1 人》

【応募資格】平成 19 年 6 月1日以前に取得
した普通免許、平成 19 年 6 月 2 日から平
成 29 年 3 月11日に取得した中型免許、平
成 29 年 3 月12 日以降に取得した準中型免
許のいずれかを有する人

【業務内容】ごみの積込、荷下ろし、ごみの
分別など

1月16日㈭～
１月27日㈪
※土・日除く

2月9日㈰／
八女市役所／
書類審査・面
接

・申込書
・免許証の
写し

環境課
生活環境係

（☎ 23・1462）

【共通事項】
◦任用期間＝令和 2 年 4 月1日から 1 年間（更新制度あり）
◦賃金・勤務条件等＝八女市規定による
◦申込書は担当課に準備。八女市ホームページからダウンロー
ド可。郵送の場合は受付期間内必着。詳細についてはお問い合
わせください

令和 2 年度 八女市
会計年度任用職員
を募集します
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八
女
消
防
本
部

健
康

●令和２年３月３１日時点の年齢が以下のいずれかの人
　65 歳（昭和 29 年 4 月２日～昭和 30 年 4 月 1 日生まれ）
　70 歳（昭和 24 年４月 2 日～昭和 25 年 4 月 1 日生まれ）
　75 歳（昭和 19 年 4 月２日～昭和 20 年 4 月 1 日生まれ）
　80 歳（昭和 14 年 4 月２日～昭和 15 年 4 月 1 日生まれ）
　85 歳（昭和 9 年 4 月２日～昭和 10 年 4 月 1 日生まれ）
　90 歳（昭和 4 年 4 月２日～昭和 5 年 4 月 1 日生まれ）
　95 歳（大正 13 年 4 月２日～大正 14 年 4 月 1 日生まれ）
　100 歳（大正 8 年 4 月２日～大正 9 年 4 月 1 日生まれ）
●平成 31 年 3 月 31日時点の年齢が 100 歳以上の人

●接種日時点での年齢が 60 歳～ 64 歳の人のうち、身体障害
者手帳１級相当の障害（心臓・腎臓・呼吸器の機能・ヒト免
疫不全ウイルスによる免疫の機能にかかるもの）を有する人

平
成
31
年
度  

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
対
象
者
の
お
知
ら
せ

　

次
の
対
象
者
へ
４
月
下
旬

に
助
成
券
（
若
草
色
の
は
が

き
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

接
種
期
間
が
令
和
２
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
の
で
、
助
成

券
を
持
っ
て
、
医
療
機
関
で
お
早
め
に
接
種
く
だ
さ
い
。

な
お
、
過
去
に
１
回
で
も
接
種
し
た
人
（
自
費
の
場
合

も
含
む
）
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
対
象
と
な
る
人
で

市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
が

免
除
と
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

　

次
の
日
程
で
追
加
健
診
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
１
月
13
日
㈷
、
１
月

22
日
㈬
（
８
時
～
11
時
受
付
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
広
報

八
女
５
月
１
日
号
」
と
併
せ
て

配
布
し
て
い
る
「
２
０
１
９
年

度
住
民
健
診
ガ
イ
ド
本
」
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◦
予
約
方
法
＝

【
予
約
専
用
電
話
】
☎
２
３
・
１

１
６
７
／
☎
２
４
・
９
０
３
９

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
】
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
24
時
間
い
つ
で

も
集
団
健
診
の
予
約
が
で
き
ま

す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
２
０
１
／
☎
２
３・

１
３
５
２
）

◦日にち＝1月13日㈷・1月22日㈬
◦受付時間＝ 8 時～ 11時
◦会場＝おりなす八女
健診（検診）の種類 対象者 自己負担金

特定健診 40 歳～ 74 歳の国
民健康保険加入者 500 円

20 歳代・
30 歳代健診 20 歳～ 39 歳の人 1,000 円

肝炎ウイルス検診 40 歳以上の人 無料
結核検診 65 歳以上の人 無料

肺がん検診 40 歳以上の人
無料

（痰の検査が必要
な場合 500 円）

胃がん検診 40 歳以上の人 500 円
大腸がん検診 40 歳以上の人 500 円
前立腺がん検診 50 歳以上の男性 500 円
子宮頸がん検診 20 歳以上の女性 500 円
乳がん検診 40 歳以上の女性 500 円

　

冬
真
っ
た
だ
中
、
入
浴
は
体
を
温
め
、
日
々

の
疲
れ
を
取
り
、
心
と
体
を
癒
や
し
て
く
れ
ま

す
が
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
入
浴
中
の
事

故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
と
は
、
急
激
な
温
度
変
化
に
よ
り
、
血
圧
の

急
激
な
変
化
や
脈
拍
が
変
動
す
る
こ
と
で
、
脳

卒
中
・
心
筋
梗
塞
・
失
神
な
ど
を
引
き
起
こ
す

こ
と
で
す
。
毎
年
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
お

り
、
気
温
差
が
大
き
く
な
る
１
月
が
最
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
注
意
事
項
と
対
策
を
参
考
に
し
て
、
入

浴
中
の
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
特
に
注
意
が
必
要
な
人
や
入
浴
に
適
さ
な

い
時

▽
高
齢
者
の
人
（
65
歳
以
上
の
人
）
▽
狭
心
症

や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
の
病
歴
が
あ

る
人
▽
不
整
脈
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
の
持
病
が

あ
る
人
▽
飲
酒
し
て
か
ら
の
入
浴
▽
食
事
直
後

や
薬
を
飲
ん
だ
直
後
の
入
浴

○
対
策

▽
入
浴
前
と
入
浴
後
に
水
分
補
給
を
行
う
。

▽
食
後
１
時
間
以
上
空
け
て
か
ら
入
浴
す
る
。

▽
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
入
浴
し
な
い
。
お
酒
を
飲

む
な
ら
入
浴
後
に
！ 

▽
脱
衣
所
や
浴
室
の
温
度

差
を
な
く
す
。
▽
湯
温
は
41
度
以
下
に
し
て
、

ゆ
っ
く
り
温
ま
る
。

▽
長
湯
を
し
な
い
。

▽
他
の
人
（
家
族
や
ヘ
ル

パ
ー
）が
声
か
け
を
行
う
。

入
浴
中
の
死
亡

事
故
に
注
意
！

集
団
健
診
追
加
日
程
に
つ
い
て

八女市健康
ポイント
事業対象

ＱＲコードまたは http://
yame.city-hc.jp/ からア
クセスしてください。

▽集団検診追加日程・健診（検診）種類

▽高齢者用肺炎球菌予防接種対象者
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黒
木
町
猫
尾
城
初
代
城
主「
黒

木
助
能
」と
妃「
春
日
」の
悲
恋
を
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
と

し
て
劇
団
大
藤
が
公
演
し
ま
す
。

剣
ヶ
淵
の
歴
史
に
触
れ
る
よ
い
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
19
日
㈰

【
第
１
回
公
演
】
12
時
30
分
開
場
、

13
時
開
演

【
第
２
回
公
演
】
16
時
30
分
開
場
、

17
時
開
演

◦
会
場
＝
黒
木
町
開
発
セ
ン
タ
ー

◦
入
場
料
＝
１
０
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
劇
団
「
大
藤
」

代
表
樋
口
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
４

９
８
６
・
２
６
８
７
）

　

今
回
は
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
電

気
系
を
触
り
た
く
て
」
と
題
し
、

宮
島
和
幸
さ
ん（
和
洸
エ
ン
ジ
ニ

ア
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）の
講

演
。
参
加
費
百
円
。
定
員
40
人
。

◦
日
時
＝
１
月
15
日
㈬
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎（
清
水

町
商
店
街
）☎
２
４
・
９
６
５
７

　

ま
き
割
り
か
ら
も
ち
を
丸
め

る
ま
で
、
子
ど
も
と
大
人
の
チ
ー

ム
を
つ
く
り
一
緒
に
体
験
し
ま

す
。
雨
天
決
行
。

★
豆
ま
き
の
豆
を
ま
く
年
男
・
年

女
（
ね
ず
み
年
生
ま
れ
）
を
子

ど
も
10
人
・
大
人
10
人
募
集
。

◦
日
時
＝
１
月
26
日
㈰
▽
受
付
９

時
45
分
～
11
時
▽
も
ち
つ
き
10

時
～
▽
豆
ま
き
12
時
頃

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
共
生
の

森
（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

　

新
春
恒
例
の
令
和
２
年
八
女

市
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

式
典
で
は
ポ
ン
プ
操
法
や
馬
簾
回

し
な
ど
の
各
種
訓
練
披
露
、
式

典
終
了
後
は
同
会
場
に
お
い
て
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
の
で
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
５
日
㈰
９
時
開
式

◦
場
所
＝
上
陽
春
の
山
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
※
雨
天
時
お
り
な
す
八
女

ハ
ー
モ
ニ
ー
（
大
）
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課

（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）

　

八
女
市
観
光
大
使
の
岩
﨑
記

代
子
さ
ん
に
よ
る
音
楽
の
ひ
ろ
ば

を
開
催
し
ま
す
。
童
謡
や
唱
歌

な
ど
を
学
び
な
が
ら
み
ん
な
で
楽

し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。
資
料
と
し

て
歌
謡
本
（
税
込
１
０
８
０
円
）

が
必
要
で
す
の
で
、
お
持
ち
で
な

い
人
は
当
日
受
付
窓
口
に
て
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。
観
光
案
内
所

で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
11
日
㈯
13
時
30

分
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
持
参
す
る
物
＝
歌
唱
本
、
筆
記

用
具
、
お
茶

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
出
店
者

も
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
１
月
12
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
１
月
12
日
㈰
８
時
立
花

体
育
館
集
合
（
約
２
時
間
）

◦
コ
ー
ス
＝
飛
形
山
中
腹
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
楽
し
く
歌

い
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
１
月
18
日
㈯
14
時
～

16
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ハ
ー
モ

ニ
カ「
竹
取
物
語
」末
石
さ
ん（
☎

２
３
・
３
３
６
６
）

八
女
軽
ト
ラ
市

八
女
市
消
防
出
初
式

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

お
知

ら
せ

み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

劇
団
大
藤
「
小
編
黒
木
剣
ヶ

淵
物
語
」
公
演

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

第
70
回
地
域
活
動
講
演
会

共
生
の
森「
も
ち
つ
き・豆
ま
き
」

　古墳や銅鏡・武装石人などをモ
デルにしたオリジナルの型をつかっ
てチョコづくりをしてみませんか。
◦日時＝１月18日㈯ 10 時～ 12 時
◦対象者＝どなたでも（小学３年生
以下は保護者同伴）
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦参加費＝５００円
◦申込み＝電話またはファクス

（月曜日は休館のため受付不可）
◦会場・申込・問い合せ＝岩戸山
歴史文化交流館「いわいの郷」

（☎ 24・3200 ／N24・3210）

チョコ型づくり

岩
﨑
記
代
子
音
楽
の
ひ
ろ
ば

も
よ
お
し

◦対象者＝抗体検査で抗体価が低いと判明
した次のいずれかの人
①妊娠希望者
②妊娠希望者・妊婦の配偶者と同居者
※②については、妊娠希望者または妊婦が、
抗体検査で十分な免疫があると分かった人
を除く（国の追加的風しん対策の対象者も
除きます）
◦対象期間＝平成 31年 4 月1日以降の予
防接種者
◦助成金＝上限１万円（1人１回に限る）
◦申請方法＝医療機関にて全額自己負担で
接種した後に、健康推進課へ
申請してください。※申請に
必要な書類などは、市ホーム
ページで確認してください。
◦問い合わせ＝健康推進課（☎ 23・1201）

妊娠希望者の風しんの
予防接種費用を助成します
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お
茶
の
ク
イ
ズ
や
お
茶
の
見
分

け・
闘
茶（
利
き
茶
）な
ど
で
勝
敗

を
競
い
ま
す
。参
加
費
１
５
０
０
円
、

優
勝
賞
金
５
万
円
、定
員
50
人
。

◦
日
時
＝
1
月
26
日
㈰
13
時
～

16
時
（
申
込
締
切
１
月
13
日
㉁
）

◦
場
所
・
申
込
＝
茶
の
文
化
館

（
☎
５
２
・
３
０
０
３
）

　

リ
ズ
ム
体
操
や
歌
っ
た
り
、
お

喋
り
し
た
り
し
て
「
う
れ
し
い

な
」「
楽
し
い
な
」
と
１
年
間
の

幸
せ
を
祈
念
し
て
、
感
動
の
ひ
と

と
き
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
つ
き
。

◦
日
時
＝
１
月
30
日
㈭
13
時
～

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
５
０
０
円
（
お
り

な
す
八
女
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

販
売
締
切
１
月
22
日
㈬
）。　
　

◦
問
い
合
わ
せ
＝
歌
ご
え
レ
ク
サ

サ
イ
ズ
八
女
の
会 

▽
馬
場
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
７
５
３
６
・
１
８

６
４
）
▽
牟
田
口
さ
ん
（
☎
０
８

０
・
１
７
１
８
・
４
１
７
６
）

　

今
年
度
第
４
回
定
期
募
集
の

◦
出
願
期
間
＝
１
月
10
日
㈮
必
着

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
看
護
科

（
☎
２
４
・
４
８
７
７
）

【
准
看
護
科
】

▽
社
会
人
入
学
試
験
（
三
次
）

◦
入
試
科
目
＝
作
文
・
面
接

▽
一
般
入
学
試
験
（
三
次
）

◦
入
試
科
目
＝
国
語
・
作
文
・
面
接

◦
募
集
定
員
＝
社
会
人
入
学
・
一

般
入
学
合
せ
て
40
人

◦
入
試
日
＝
３
月
15
日
㈰

◦
出
願
期
間
＝
２
月
10
日
㈪
～

３
月
９
日
㈪
必
着

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
准
看
護
科

（
☎
２
３
・
６
２
８
４
）

　

令
和
2
年
度
看
護
学
生
二
次

受
付
を
１
月
10
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募
集
案

内（
申
込
書
）は
、１
月
10
日
か
ら
、

八
女
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
の

担
当
係
に
て
配
布
し
ま
す
。
募

集
住
宅
・
募
集
戸
数
等
は
、
募

集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
者
数
が

募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
抽

選（
公
開
抽
選
会
）と
な
り
ま
す
。

入
居
申
込
資
格
等
は
、
募
集
案

内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒
木

支
所
建
設
課（
☎
４
２・１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・

４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
／

矢
部
支
所
建
設
経
済
課（
☎
４
７・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　

２
０
２
０
年
度
生
を
募
集
し

ま
す
。
あ
な
た
も
看
護
の
ラ
イ
セ

ン
ス
に
ト
ラ
イ
し
ま
せ
ん
か
。

【
看
護
科
】

▽
一
般
入
学
試
験
（
二
次
）

◦
募
集
定
員
＝
40
人

◦
入
試
科
目
＝
国
語
・
人
体
の
し

く
み
と
働
き
・
専
門
科
目
・
面
接

◦
入
試
日
＝
１
月
19
日
㈰

募
集
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
准
看
護
科
・
看
護
科
】

◦
出
願
期
間
＝
１
月
14
日
㈫
～

１
月
21
日
㈫

◦
入
試
日
＝
１
月
25
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
４
・
５
２
・
７
６
９
８
）

　

境
界
問
題
、
土
地
の
分
筆
や

建
物
の
新
築
等
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
無
料
。
要
予
約
。

◦
日
時
＝
１
月
22
日
㈬
、２
月
26
日

㈬
、３
月
25
日
㈬
、
13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
久
留
米
篠
山
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米

市
城
南
町
22
ー
28
）

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局
（
☎

０
９
２
・
７
４
１
・
５
７
８
０
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
利
用
者
の
会
参
加
に
は
、
前

も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

《
2
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
1
月
18
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

八
女
筑
後
看
護
専
門
学
校

大
牟
田
市
医
師
会
看
護
専
門

学
校

境
界
問
題
無
料
相
談
会

元
年
度
第
４
回
市
営
住
宅

第
３
回
新
春
・
星
の
大
闘
茶
会

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

第
16
回
歌
ご
え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ

新
春
歌
レ
ク
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

　令和 2 年度の大会開催（市全体を対象
にした規模の大きい大会等）のための体育
施設利用希望調査を行います。大会のた
めに体育施設の利用を希望する場合は、市
総合体育館へお申し込みください。利用希
望日が重複した場合は、各申込団体間で協
議していただくことになります。※旧八女・
上陽地区以外の体育施設については各支
所総務課へお問い合わせください。
◦申込期間＝ 1 月14 日㈫～ 2 月 9 日㈰

　市民のスポーツ活動に小中学校の体育
館や運動場を開放しています。定期的に利
用したい人は必ず利用団体登録を行ってく
ださい。
◦登録方法＝ 2 月 23 日㈷までに登録申請
書を総合体育館または各支所総務課に提
出してください。
※申請書は八女市ＨＰおよび市総合体育
館、各支所総務課に設置しています。

令和 2 年度体育施設
利用（大会開催）
希望について

令和 2 年度小中学校体育施設の
利用団体登録について

募
　
集

一
　
般

相
　
談

総合体育館からの
お知らせ
問い合わせ（☎ 24・1230）



◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水

道
局 

下
水
道
総
務
係
（
☎
２
３
・

１
１
４
８
）

　

た
こ
あ
げ
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
感
電
事
故
防
止
の
た
め
電
線

付
近
で
た
こ
あ
げ
を
行
っ
た
り
、

電
柱
や
鉄
塔
に
登
っ
た
り
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
万
が
一
、

た
こ
が
電
線
等
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
九
州

電
力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
＝
九
州
電
力
八
女
営
業

所
（
☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
２

１
０
）
※
通
話
料
無
料

事
店
に
は
、
市
へ
登
録
す
る
責
任

技
術
者
が
専
属
で
雇
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
受
付
期
間
＝
１
月
７
日
㈫
～ 

１

月
24
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
申
請
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
責
任
技
術
者
資
格
＝
①
平
成

27
年
度
以
降
責
任
技
術
者
試
験

合
格
者 

②
県
内
他
市
町
村
に
お

い
て
責
任
技
術
者
登
録
し
て
い
る

人 
③
平
成
27
年
度
以
降
に
更
新

講
習
を
受
け
た
人

◦
手
数
料
＝

▽
責
任
技
術
者
登
録 

２
千
円

▽
指
定
工
事
店
指
定 
５
千
円

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備

工
事
は
、
本
申
請
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
指
定
工

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
の
新
規
登
録
申
請
／

指
定
工
事
店
の
新
規
指
定
申

請
の
受
付

九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

　令和２年４月に八女市立学校へ入学する１年生に
「入学通知書」（中学校および義務教育学校後期課
程は「入学・進級通知書」）を発送します。この通
知書が１月末までに届かないときや、転居などで学
校が変わる予定の人は、学校教育課へご連絡くだ
さい。なお、国立や県立、私立の小・中等教育学校
に入学する場合は必ず「入学許可証」または「入学
確定通知書」を学校教育課へご提出ください。
◦小・義務教育学校入学式＝４月８日㈬
◦中学校入学式＝４月７日㈫

　八女市では、お子さまが小・中・義務教育学校に
通学する上で経済的な理由でお困り（生活保護世帯
に準ずる程度）のご家庭に対して、給食費などを援
助する制度があります。令和２年度の新 1 年生（義
務教育学校は 7 年生）について、新入学学用品費
を３月に早期支給します。早期支給を希望する人は、
八女市役所学校教育課にて申請をお願いします。
◦対象＝令和２年度新 1 年生がいる世帯（生活保
護世帯に準ずる程度に困窮）
◦申請期間＝ 1 月 6 日㈪～ 1 月17 日㈮
※通常申請期間は 3 月からです。
◦支給費目＝新入学学用品費（３月支給予定）

就学援助制度の早期申請について

新入学の児童・生徒に
入学通知書をお届けします

学校教育課からのお知らせ
問い合わせ＝学校教育課学務係
　　　　　　（☎23・1954）

　

市
で
は
国
保
特
定
健
診
の
受
診
率
と
特
定

保
健
指
導
の
実
施
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
市
の
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
で

も
、
職
場
や
医
療
機
関
な
ど
で
特
定
健
診
と
同

様
の
検
査
項
目
を
受
診
し
た
場
合
は
、
そ
の
結

果
を
健
康
推
進
課
窓
口
か
各
地
区
健
康
相
談
会

場
に
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
特
定
健
診
を
受
診

し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
対
象
者 

＝
令
和
元
度
中
に
、
40
歳
～
74
歳

の
八
女
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
市
の
特

定
健
診
を
受
診
せ
ず
職
場
や
医
療
機
関
な
ど
で

市
の
特
定
健
診
と
同
様
の
検
査
を
実
施
し
た
人

◦
持
参
す
る
も
の
＝
令
和
元
年
度
の
血
液
等
検

査
デ
ー
タ
・
特
定
健
診
受
診
券
（
お
持
ち
の
人
）

※
「
八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
対
象
に

な
り
ま
す
。お
持
ち
の
人
は
当
日
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間 

＝
３
月
31
日
㈫
ま
で    

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
（
☎
２
３
・
１

３
５
２
／
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

国民健康保険加入の皆さまへ

血液（等）検査データ提供の
ご協力をお願いします

★中性脂肪（ＴＧ）　　　
★ＨＤＬコレステロール
★ＬＤＬコレステロール　
★ GOT（AST）
★ GPT（ALT）
★γ-GT（γ-GTP）
★空腹時血糖（または HbA1c）
◦その他＝尿酸・血清クレアチニ
ン検査
◦血液検査以外の検査項目

（健康相談や健康推進課で検査・
計測ができます）
★尿検査（糖・蛋白・潜血）
★身長
★体重
★腹囲 
★ＢＭＩ　

特定健診のための血液検査項目
　　　　　※★必須検査項目 八女市健康

ポイント
事業対象
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【
熊
野
神
社 
鬼
の
修し
ゅ
じ
ょ
う
え

正
会
】

◦
日
時
＝
１
月
４
日
㈯
16
時
～
22

時
30
分
◦
場
所
＝
熊
野
神
社
◦
問

＝
筑
後
市
観
光
協
会
（
☎
０
９
４

２
・
５
３
・
４
２
２
９
）

【
十
日
恵
比
須
大
祭
】

◦
日
時
＝
１
月
12
日
㈰
10
時
～
◦

場
所
＝
六
所
宮
恵
比
須
神
社
◦
問

＝
筑
後
市
観
光
協
会
（
☎
０
９
４

２
・
５
３
・
４
２
２
９
）

【
白
秋
生
誕
祭
】
◦
日
時
＝
1
月

25
日
㈯
11
時
～
◦
場
所
＝
白
秋
生

家
付
近
◦
問
＝
柳
川
市
生
涯
学
習

課（
☎
０
９
４
４・７
３・８
１
１
１
）

【
大
川
音
楽
祭
予
選
会
】

《
民
謡
部
門
》
◦
日
時
＝
1
月
18

日
㈯
13
時
～
《
一
般
部
門
・
古
賀

メ
ロ
デ
ィ
》
◦
日
時
＝
1
月
19
日

㈰
12
時
30
分
～
◦
場
所
＝
市
文
化

セ
ン
タ
ー
◦
問
＝
古
賀
政
男
記
念

館（
☎
０
９
４
４・８
６・４
１
３
３
）

【
幸
若
舞
】

◦
日
時
＝
1
月
20
日
㈪
11
時
30
分

～
◦
場
所
＝
大
江
天
満
神
社

◦
問
＝
み
や
ま
市
社
会
教
育
課（
☎

０
９
４
４
・
３
２
・
９
１
８
３
）

柳
川
市

大
川
市

み
や
ま
市

筑
後
市

イ
ベン
ト
情
報

後
筑

ち
く
ご
な
な
こ
く

七
国

12月29日（日）
三浦医院（東京町） 23・3928
今村循環器内科（黒木町）   33・2115
よしいずみ歯科（筑後市）0942・42・3555
みやた眼科医院（広川町）   32・6888
12月30日（月）
吉山クリニック（稲富）      30・2200
岡村医院（立花町） 23・2770
長崎眼科クリニック（本村）    22・6123
12月31日（火）
よしだ胃腸内科クリニック（室岡）  23・3806
クリニックくろぎ（黒木町）　42・0887
大石歯科医院（室岡）　　  24・1111
吉泉歯科医院（黒木町） 42・3941
1月1日（祝）
草場内科循環器科（納楚）   23・5171
後藤内科医院（上陽） 54・2221
香月歯科医院（本村） 30・1333
内藤歯科医院（黒木町） 42・4086
1月2日（休）
江上内科（本町） 　 24・0113
しばた医院（上陽町） 33・7373
高橋じゅんじ歯科医院（本町）  23・5517
大坪歯科医院（上陽町） 33・7011
冨田眼科医院（本村） 23・3455
1月3日（休）
富田クリニック（蒲原）　　24・4810
角整形外科医院（黒木町）33・2121

大淵歯科医院（本村） 23・4823
久保田歯科口腔外科医院（広川町） 32・0216
1月５日（日）
八媛病院（本）　　 22・4176
中村内科医院（立花町） 37・1601
はら歯科クリニック（広川町） 24・8363
みやた眼科医院（広川町） 32・6888
まえだ耳鼻咽喉科（稲富） 30・1187
1月12日（日）
城戸医院（鵜池）　　 23・5303
中島医院（黒木町） 42・0235
下川歯科医院（筑後市）   0942・53・7720
長崎眼科クリニック（本村） 　22・6123
1月13日（祝）
麻生医院（宅間田） 23・5800
耳納高原病院（星野村） 52・3135
山崎歯科医院（本町） 24・3961
宮城耳鼻咽喉科（筑後市） 0942・52・8733
1月19日（日）
いしもと小児科（岩崎） 22・7111
みやざき内科（立花町） 37・0008
ほり歯科医院（立花町） 25・6480
1月26日（日）
富田クリニック（蒲原） 24・4810
クリニックくろぎ（黒木町） 42・0887
江﨑内科歯科医院（新庄） 22・5809
冨田眼科医院（本村） 23・3455

年末・1月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【12月】29㈰・31㉁
【1月】1㈷・2㉁・5㈰・13㈷・19㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【12月】30㉁
【1月】3㉁・12㈰・26㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000
▼救急車を呼ぶべきか迷ったら

（24 時間対応）　♯ 7119

【休日当番薬局】　日曜日、祝日に
開いている薬局を、八女筑後薬剤
師会のホームページ（http://ycpa.
info）で確認することができます。

火災出火件数  2件 （33件）
救急出動件数 239件 （2,738件）
救急搬送人数 231人 （2,653人）

人身事故発生件数 30件 （277件）
傷　　者 40人 （361人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 62,951 (+26）
男 29,734  (-2)
女 33,217  (+28)

世帯数 25,005  (+77)
　※（　）内は前月比

出生 31 人 死亡 70 人
転入 219 人 転出 154 人

▼ 11 月の交通事故の状況

▼ 11 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（11月30日現在）

▼ 11 月の異動

納期限・口座振替日は1月31日㈮
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（4 期）◦国民健康保険税
（7 期）◦後期高齢者医療保険料（7 期）
◦介護保険料（7 期）
◦住宅使用料（1 月）◦保育料（1 月）

1月に
納める
もの
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予約

無料法律相談
◦1 月16 日㈭ 、2 月 6 日㈭／ 相
　談 13:00 ～ 16:00 ／場所・法務
　局八女支局（収入等一定額以下
　等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 1 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／ 社
　会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦1月17日㈮13:30 ～16:00 ／ふじ　
　の里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦1 月 24 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 1 月 17 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八
　女商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦1月20日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦1月10日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦1月9日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦1月15日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月6日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦1月14日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦1月17日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦1月10日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦1月15日㈬、29日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦1月15日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）

◦1月8日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦1月22日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
日本政策金融公庫相談会
◦1月10日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会
◦1月14日㈫10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦1月20日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦1月21日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦1月10日㈮・21日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月21日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦1月9日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦1月23日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）

家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）※予約☎0944・
72・2176

弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦1月21日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00 ～ 17:00 ／
　☎092・513・7337
福岡県あすばる相談ホットライン
◦ 平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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松尾 芽
め

衣
い

紗
さ

ちゃん

Ｈ31年1月23日生（立花町）

悠晟おめでとう☆たく
さん食べて！遊んで！寝
て！元気に育ってね。

1歳おめでとう♡元気
いっぱいの冬馬。すく
すく大きくな～れ♡

生まれてきてくれて有
難う♡これからも元気
にスクスク育ってね！

1歳おめでとう♡可愛い
笑顔は家族みんなの癒
やしです♡ありがとう♡

辻 渚
な ぎ さ

颯ちゃん井上 暖
は る と

士 ちゃん

川上 大
だい

輝
き

ちゃん

Ｈ31年1月12日生（蒲原）Ｈ31年1月8日生（岩崎）

Ｈ31年1月23日生（蒲原）
甲斐 元

はじめ

ちゃん

Ｈ31年1月23日生（柳島）

貞島 悠
ゆう

晟
せい

ちゃん 小柳 冬
とう

馬
ま

ちゃん

Ｈ31年1月25日生（室岡） Ｈ31年1月28日生（黒木町）

1歳おめでとう♡ニコニコ
笑顔のなぎちゃん、元気
いっぱいおおきくな～れ！

お姉ちゃん達と仲良し
なはるくん♡これから
の成長が楽しみです！

お誕生日おめでとう！こ
れからもたくさん食べ
て大きくなってね。

生まれてきてくれてあり
がとう！すくすく育って
ね♪大好きだよ♡

ハッピーバースデー♡
これからもニコニコ笑顔
で元気に育ってね♡

ゆきと君、1歳のお誕生
日おめでとう！笑顔です
くすく大きくなってね♡

お誕生日おめでとう。
お兄ちゃんに負けず、
仲良く成長してね。

毎日笑顔の大成くん♡
これからもすくすく大
きくなあれ♡

いつもみんなを癒やし
てくれてありがとう♡笑
顔で元気に育ってね♡

生まれてきてくれてあ
りがとう♡れおんの笑
顔が一番です♡

こうちゃんおたんじょ
うびおめでとう！！す
くすく育ってね！！

お誕生日おめでとう♡
いつも笑わせてくれて
ありがとう！大好き♡

祝♡ 1歳おめでとう！
お兄ちゃんと仲良く元
気に育ってね♡

沢山遊んで大いに学ん
でね！私達は能麿の成長
を楽しみにしてるよ。

東 大
たい

成
せい

ちゃん

黒原 健
けん

正
せい

ちゃん 浦郷 獅
れ お ん

士ちゃん

宮崎 光
こう

太
た

朗
ろう

ちゃん井上 凛
りん

ちゃん松尾 稀
き

依
い

ちゃん 西田 能
の

麿
ま

ちゃん

山下 湊
そ

愛
な

ちゃん

樋口 奈
な

々
な

ちゃん鵜木 悠
ゆ

希
き

斗
と

ちゃん野中 莉
り

穂
ほ

子
こ

ちゃん

Ｈ31年1月17日生（酒井田）

Ｈ31年1月29日生（宅間田） Ｈ31年1月30日生（星野村）

Ｈ31年1月15日生（吉田）Ｈ31年1月12日生（蒲原）Ｈ31年1月3日生（吉田） Ｈ31年1月16日生（稲富）

Ｈ31年1月24日生（黒木町）

Ｈ31年1月23日生（室岡）Ｈ31年1月23日生（酒井田）Ｈ31年1月22日生（立花町）

おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真を募集して
います（ただし、市内に住民登録が
あるか実際に住んでいる人に限る）。
氏名・生年月日・住所・簡単なコメ
ント（30字以内）・電話番号を添えて、
誕生日前月の7日までに直接お持ち
いただくか、郵送でお申し込みくだ
さい。応募多数の場合は先着順と
なります。◦申し込み＝企画政策課
秘書広報係（☎23・1110）

大和くんお誕生日おめ
でとう！かわいい笑顔で
みんなを癒やしてね♡

橋本 大
や ま と

和ちゃん

Ｈ31年1月18日生（稲富）

　長峰小5年生は総合的な学習の一環として、食育につ
いて学んでいます。収穫体験したお米をガッツ米と名付
け10月28日から1週間、昼休みに小学校玄関前で販売。
米袋のパッケージは子どもたちが作成し、現金の授受や
説明も自ら行いました。今回は、じゃんけんで買った人に
はお米を増量するキャンペーンを実施し、大好評。また、
11月29日㈮にはガッツ米でポン菓子づくりを体験。翌日、
校舎内で販売すると、すぐに完売しました。
　この取り組みに長年協力している樋口
農園の樋口賢治さんは「子どもたちの成長
を感じた」と語っていました。子どもたち
からは「お米が売れて嬉しかった」という
声を聞くことができ、田植えや収穫で終
わることなく、加工･販売までの一連の
流れを体験することで、食のありがたさ
や販売する喜びを学んでいるようでした。

ガッツ米で食のありがたさを学ぶ

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市役所企画政策課秘書広報係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
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災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
２
０
２
０
年
に
な
り
、い
よ
い

よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
は
じ

ま
り
ま
す
。ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
生

ま
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。（
Y・

N
）

▼
八
女
へ
移
住
し
て
約
2
年
が

経
ち
ま
し
た
。
日
々
広
が
る
地

域
の
皆
さ
ま
と
の
ご
縁
に
感
謝

し
な
が
ら
、本
年
も
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
Y
・
Y
）

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ

て
ん
」
を
楽
し
み
に
見
て
い
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
平
和
な

世
に
感
謝
。
今
年
は
災
害
の
な

い
、
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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